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令和 ７年 ８月２１日 

 

 小野市議会議長  様 

 

                         総務文教常任委員会 

                          川 名 善 三 

 

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

 

 先般、実施しました 総務文教常任委員会 行政視察の結果について、下記のとおり

報告いたします。 

 

記 

 

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日  令和７年８月５日（火）～令和５年８月７日（木） 

 

２２２２    視察視察視察視察メンバーメンバーメンバーメンバー    

  川名善三・山本麻貴子・前田昌宏・平田真実・前田光教・髙坂純子・小林千津子・

河島信行 

   

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

（１）岩手県花巻市（人口：約 8 万 9 千人、面積：908.39Ｋ㎡） 

保幼こ小連携の取組について 

   

（２）山形県村山市（人口：約 2 万 1 千人、面積：196.98Ｋ㎡） 

   にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について 

     

（３）福島県須賀川市（人口：約 7 万 1 千人、面積：279.43Ｋ㎡） 

 消防団参集アプリについて 
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４４４４    調査結果調査結果調査結果調査結果    

【【【【第第第第１１１１日日日日】】】】    

岩手県花巻市 

人口：約 8 万 9 千人、面積：908.39Ｋ㎡ 

≪視察項目≫ 

 保幼こ小連携の取組について 

   

≪視察内容≫ 

子どもの発達や学びの連続性を共通理解し、

保育園、幼稚園、認定こども園と小学校の教育内

容等の連携・接続の深めることで、幼児教育から小学校教育への円滑な移行を図る。 

（１）保幼こ小連携・接続に関する取組 

① 保幼こ小の連携に関する取組 

保幼こ小連携研修・ブロック会議の実施 

   ⇒子どもの発達や学びの連続性

を考慮した保育・教育について

共通理解を深めるため、各地区

の担当者同士での話し合いを

行う。 

② 保幼こ小連携窓口担当者名簿の作成 

③ 学習・生活参観及び保育参観の実施 

⇒園と小学校、園と園の相互参観 

④ 保幼こ小連携交流 

⇒園と小学校の交流・園と園の交流 

⑤ 保幼こ小連携・接続に関する調査 

⇒令和７年７月及び令和８年２月を調査日とし、各園、各小学校での連携の成果と課

題を把握すると共に次年度の事業の方

向性や内容の改善に反映 

⑥ 次年度修学児教育相談【学校教育課・就

学前教育課が所管】 

・来年度の修学に当たり、配慮を要する

幼児に対し、対象児及び保護者との面談

を実施、幼児の状況及び保護者の意向を

把握しながら適切な就学支援を行う。 

・特別支援学級及び特別支援学校への

入学についての情報提供等は学校教育

課が中心となる。 
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（２）市内園長・小学校長合同会議⇒市内の保育園長、幼稚園長、こども園長、小学

校長が一同に会し相互理解を深め花巻市が目指す「子ども像」を共有化し保育・

教育の充実を図る。 

（３）就学前教育振興会議⇒「花巻市就学前教育プログラム」に基づき、家庭、保育

園、幼稚園、認定こども園、小学校及び地域が連携して就学前の教育について課

題の共有化と改善の方向性を探る。  

（４）架け橋プログラム推進研究班（花巻市教育研究所）⇒幼児期から児童期の発達

を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校１年生のカリキュラムを一体的に

捉え作成した「花巻市 架け橋期のカリキュラム」を保幼こ小の先生が、カリキ

ュラムを活用した実践を行い、幼児・児童の実態を踏まえた検証改善を行う。 

≪所 感≫ 

幼児教育から小学校教育への円滑な移行を目指し、保育園・幼稚園・認定こども園と

小学校の接続をより深めるため、さまざまな取組を行っているが、担当部署として「就

学前教育課」を設置し、各園と小学校との交流事業の円滑化を図るなど、連携事業に対

する熱意が感じられた。 
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【【【【第第第第２２２２日日日日】】】】    

山形県村山市 人口：約 2万 1千人、面積：196.98Ｋ㎡ 

    

 ≪視察項目≫ 

にぎわい創造活性化事業・「Link MURAYAMA」について 

≪視察内容≫ 

県立楯岡高校が平成 28年に閉校した跡

地利活用の施設として、令和４年７月 22

日に「村山市にぎわい創造活性化施設

『Link MURAYAMA』」としてオープン。旧

楯岡高校は大正１０年創立、「楯高」とし

て地元に愛され、にぎわいをもたらしてき

たことから、校舎の面影を残し教室の古材

を利用した家具の活用など、懐かしい景色

を変えずに新しい施設として利活用するこ

ととなった。 

かつての官公署や商店街が立地するまちの中心地として栄えた楯岡（現在は中心地

の空洞化が進む）に「つながり、にぎわい、なりわい」をというビジョンをもとに、

公共施設（パブリックスペース）と民間事業者（事業スペース）が同居する市民のた

めの日常的な利用ができる施設とした。 

（１）廃高校施設利活用の経緯 

平成 28 年 県立楯岡高校閉校、利活用検討市 

 民会議の設置・開催  

平成 30 年 利活用ワーキングチームの設置、 

 楯岡高校跡地利活用基本構想の策定  

令和元年 改修設計  

令和 2 年 山形県から村山市へ土地・建物の譲 

渡 耐震強度不足の施設の解体、改修工事 

令和 4 年 「Link MURAYAMA」としてオープン 

（２）整備財源  

・土地、建物⇒山形県（県立高校）、から有償  

譲渡 

 

 

 

 

 

 
【旧舘岡高等学校の校章】 
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・改修整備費用⇒総額９～１０億円（購入費

や耐震不足より解体した棟の撤去費なども

含む） 

地方創生推進交付金（内閣府）、空き家対策

総合支援事業（国交省）、都市構造再編 集中

支援事業（国交省）などの補助金・交付金な

どを活用 

（３）施設運営 ・年間の運営費⇒人件費を   

含めて約５，０００万円（内、約１，５００万円は使用料を充当）現在は市の直営であ

るが、指定管理者制度の導入を検討中 

 

【パブリックスペース】  

○用途を限定しない余白のある空間と運営 

⇒・リビング・コワーキングスペースのオープン化 

 ・屋内広場（旧体育館）のオープン化 

 ・市民が企画する公益的なイベント開催支援 

 ・周辺の店舗やイベントなどの積極的な発信 

 

 

 

 

【旧体育館⇒屋内広場】 



6 

 

【事業スペース】 

○入居希望の民間事業者を公募 

現在多種多様な２０の民間事業者が入居 

 ⇒ゲストハウス（宿泊）、飲食店、コインランドリー、ネイルサロン、書道教室など 

［入居事例（一部）］ 

次郎吉商店株式会社⇒米・さくらんぼなどの農家、杵つき餅の食堂、ゲストハウス 

株式会社ローカルブライト⇒地域産品のネット販売（ふるさと納税委託業者）等 

 

 

（３）官民同居の公共施設づくりのポイント 

・施設利活用に主体性のあるメンバー（利活用希望者）で、施設のあり方・使い方を議

論すること。 

・公共スペースの存在が、民間事業者のメリットにつながるように計画すること。 

・施政方針や利活用者の声から施設の設置目的を明文化し、そこから管理運営ルールを

定めること。 

・「どうしたら問題が起きないか」だけでなく「どう使ったら活性化につながるか」とい

う視点を持つこと。 

 

≪所 感≫ 

 元県立高校の校舎であるが、立地条件にも恵まれ、公共施設としても、民間施設とし

ても使い勝手の良い施設にリニューアルされている。極力用途を限定せずに、自由に住

民が使える施設というコンセプトに従い、市民と民間事業者双方が利用できるように、

分かりやすい様々な配慮がなされていた。近隣市に負けぬよう子育て支援の施設として

のスペースも確保されており、視察中においても、学習やスポーツに励む子どもたちが

見受けられ、元学校校舎としての利点が生かされている思いがした。 
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【【【【第第第第３３３３日日日日】】】】    

福島県須賀川市 人口：約 7 万 1 千人、面積：279.43Ｋ㎡ 

  

≪視察項目≫ 

消防団参集アプリについて    

   

≪視察内容≫ 

（１）アプリ開発に至る経緯 

アプリ導入前の火災発生時の連絡体制は、消

防署から団本部及び団幹部へのメール配信後、

団幹部等が所属団員へ連絡を行っていた。 

課題⇒①各団員に対する出動要請に時間を要

する。 

   ②サラリーマン団員の増加により管轄班が真っ先に現場到着すると限らない。 

   ③現場の水利状況に不慣れな応援班が先に到着する場合があり、時間を要する。 

   課題解決のため、消防団員でもあるアプリ開発会社の斎藤氏に開発を依頼。 

（２）須賀川市における導入経緯 

 火災発生時に団員に対し直接情報を伝達する手段及び団員がいち

早く最適な水利に部署することを可能とする手段を模索中であった。

また、水利台帳も住宅地図ベースからデジタル化を検討中であったこ

ともあり、平成３０年からの導入に向け準備に着手。 

（２）消防団参集アプリの機能概要 

【災害発生時】  

団員の迅速機敏な参集、水利位置（防火水槽や消火栓）や車両部署

位置を各団員のスマートフォンに表示することで的確な消火活動、出

動分団の連携強化が図られる。  

【平常時】 

水利点検、模擬火災訓練、被服の要望申請等を各団員のスマートフォンを利用して行

うことが可能 

（３）機 能（各団員のスマートフォンから閲覧・操作可能） 

① 火災発生時にスマホよりサイレン音にて発生情報を通知  

② 班内出動情報の共有：「出動可否・所要時間・行先」を入力、班内

で出動状況の共有  

③ 車両部署位置の情報共有：現場到着時の部署位置を表示し、班内及

び他班に共有可  

④ 水利位置の把握：平常時・火災時ともに、防火水槽や消火栓の位置

が確認可  

⑤ 水利点検【平常時】：点検日等の入力や不具合状況の画像登録によ

り、全団員が共有可 （※不具合時は事務局へ修繕依頼ができる。）  

⑥ チャット機能：団幹部から各団員に対する指示事項や事務局へ被服
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（制服等）の更新申請が可能 

（４）効果 

消防団参集アプリの導入により、各団員に対して火災 

の発生や出動要請等を迅速に周知できることから、いち

早く火災現場に到着することができ、また、全団員で火

災現場の状況を共有できるため、中継放水を要する火災

でも出動要請のない団員が自発的に出動する等のアプリ導入の効果が見られる。 

団員からは「管轄以外の水利も把握でき、出動時に大変有効」などといった声があり、

また、消防署においてもアプリの活用できることから、平常時には水利点検状況、火災

時には消防団の部署位置の共有が可能となっている。 

 

≪所 感≫ 

アプリ開発者の斎藤氏自身が現役の消防団員であることから、求められるニーズの把

握が細かく行われており、消防団活動の迅速化、簡略化に貢献し、結果として、須賀川

市のみならず、全国的な広がりも見られていることは、抱えている課題の共通性が伺わ

れる。アプリの内容も常にバージョンアップされているようで、今後の展開に期待した

い。 

〈本報告書の作成については、先方よりの資料及びｈｐ等を参考資料とした。〉 
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令和７年８月２１日 

 

 小野市議会議長 

  平田 真実  様 

 

                         総務文教常任委員会 

                          副委員長 山本 麻貴子 

 

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

 

   先般、実施しました総務文教常任委員会行政視察の結果について、下記のとおり 

  報告いたします。 

 

記 

 

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日  令和７年８月５日（火）～令和７年８月７日（木） 

 

２２２２    視察メンバー視察メンバー視察メンバー視察メンバー    

      委員長 川名善三 

       副委員長 山本麻貴子 

         委 員  前田昌宏・平田真実（議長）・前田光教 

         高坂純子・小林千津子・河島信行 

   

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

（１）岩手県花巻市役所（人口：約８万９千人、面積：９０８.３９Ｋ㎡） 

   保幼こ小連携の取組について 

  ・就学前教育推進計画 

  ・５歳児と１年生の２年間「架け橋期のカリキュラム」の取組 

 

（２）山形県村山市 Link MURAYAMA（人口：約２万１千人、面積：１９６.９８Ｋ㎡） 

   にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について 

  ・廃校になった高校を再利用した施設 Link MURAYAMA 

  ・成り立ちや実際の利用状況、にぎわいをどのように生み出しているのか、 

   その効果など。 

 

（３）福島県須賀川市役所（人口：約７万１千人、面積：２７９.４３Ｋ㎡） 

 消防団参集アプリについて 

・消防団参集アプリが作られた経緯。実際の運用状況や課題点など。 
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４４４４    調査結果調査結果調査結果調査結果    

    

【【【【第第第第１１１１日日日日】】】】    

岩手県花巻市 

 人口８９，０３１人  面積９０８.３９Ｋ㎡ 

  

≪視察項目≫ 

 保幼こ小連携の取組について 

 

≪視察内容≫ 

 

 花巻市における就学前教育の推進  

 

令和７年度就学前教育推進計画 

目標：社会で心豊かにたくましく生き

ていくことができる「元気な子ども」

「やさしい子ども」「考える子ども」

の育成 

 

「家庭」「地域」「保幼こ小」が一体 

 

３つの重点目標 

① 家庭と共に子どもの自立心を育む  

家庭との連携を図りながら。家庭生活や園生活をとおして基本的生活習慣の確率をめざ

し、自立心を育む。（家族でニコニコチャレンジ、ニコニコせんせい体験等） 

 

② 育ちや学びの連続性を踏まえた保育・教育の質の向上支援  

・保育・教育アドバイザー等訪問支援事業による各園の保育力向上支援 

・保育者育成指標に基づいた「はなまき保幼こ一体研修」を実施、保育の質向上をめざ

す 

 

③ インクルーシブ教育の充実  

・特別支援教育研修の実施（年３回） 

 特別な支援を必要とする乳幼児の特性や傾向を把握し、適切な援助や支援につながる

よう研修会を実施 

・療育機関との連携強化 
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 保幼こ小連携・接続に係る取組  

 

 ①保幼こ小連携研修 −ブロック会議− 

 ②保幼こ小連携窓口担当者名簿作成 

 ③学習・生活参観及び保育参観（園⇔小学校、園⇔園の相互参観） 

 ④保幼こ小連携交流（園⇔小学校、園⇔園の交流） 

 ⑤保幼こ小連携・接続に関する調査 

 ⑥次年度就学児教育相談 

 ⑦その他 

 市内園長・小学校長合同会議 

 就学前教育振興会議 

 花巻市教育研究所 架け橋プログラム推進研究所 

 

 花巻市架け橋期のカリキュラム  

 

≪所  感≫ 

就学前の５歳児と、小学１年生の２年間を「架け橋期」とし、保育教育の充実と連携を

進めておられる。「就学前教育課」を設置。保育園、幼稚園、こども園の保育教育力の向

上を目指し一体となった研修などを開催されている。同じ方向を目指し小学校、中学校

教諭の経験者が配置されており、それぞれの経験をいかし、乳幼児期から小学校入学へ

のスムーズな連携に取り組まれている。調査の中で「令和７年の１年生１学期の様子」
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で「安心して、自己を発揮しながら学校生活を過ごしている」という項目に「該当する、

どちらかというと該当する」が１００％を占めているという結果があった。５２の園、

１６の小学校が連携し交流を行い、地域や家庭と情報を共有し、子どもを支え育んでい

く様々な取組がなされている。小野市の１６か年教育が充実するよう、新たな仕組みを

勉強させていただきました。今後も注目していきたいと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

【【【【第第第第２２２２日日日日】】】】    

山形県村山市 Link MURAYAMA 

  人口２１，０１７人  面積１９６.９８Ｋ㎡ 

 

≪視察項目≫ 

にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について    

 

≪視察内容≫ 

 2016年（平成 28年）に閉校した県立楯岡（たておか）高校の校舎をリノベーション 

 2022年（令和 4年）に Link MURAYAMA としてオープン 

 公共と民間が同居している施設である 

 

 公 共  

気軽に使えるオープンスペースと貸切できるスペース 

 

 民 間  

多種多様な２０の民間事業者が入居 
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旧県立楯岡高校 校章 

校舎正面にあった校章を移設し

て展示 

 

 

１F 

［公共スペース］ 

リビング、コワーキング

スペース、シェアキッチ

ン、和室、キッズラボ、

シャワールーム 

［入居事業者］ 

カフェ、書道教室、 

リラクゼーション、 

フィットネス、 

コインランドリー等 

 

 

 

２F 

［公共スペース］ 

コワーキングスペース、 

会議室、ミーティングブ

ース 

［入居事業者］ 

9 事業者 
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３F 

［入居事業者］ 

５事業者 

ゲストハウス 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 楯岡高校跡地利活用基本構想  ※村山市ウェブサイトにて閲覧可能 

 利活用希望者や市民の意見をまとめ、跡地利活用の全体方針をまとめたもの。また所

有者（県）や改修設計者に対して、市の意思表示をしたもの 

 １ 土地・建物の基本的情報 

 ２ 検討経過 

 ３ 利活用の基本的考え方 

 ４ 今後のスケジュール 

 

 

※基本構想 

資料より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の運営主体は村山市直営だが、将来的に指定管理に移行される予定。 

管理運営費は年間約５，０００万円。そのうち約１，５００万円を使用料でまかなう。 

現在の入居状況は１００％ 

 

多様な入居事業者 

〇山形ゲストハウス…援農の長期滞在客、県内観光地の周遊拠点など 

〇ウェルベース村山…指定運動療法施設、地域密着型メディカルフィットネス 

など 
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≪所 感≫ 

場所は駅が近く非常に便利な立地。地域の中で歴史ある高校の校舎やグラウンドの利

活用を考えたときに、このような多彩な利用ができるのかと驚いた。まさに小さなまち

としてにぎわっていました。 

公共スペースはオープンな利用ができるよう、出入りも自由にできるよう設定されて

いて、人の交流が入居する民間事業者にとって価値のあるものになっていると感じまし

た。視察させていただいたのが夏休み期間中なこともあり、子どもさんや保護者さんが

参加されるお泊りのイベントも開催されていました。キッチンが使え、宿泊ができ、体

を動かす広いスペースがあり、訪れている様々な年代の人や外国の方と交流もされてい

るようでした。 

楯岡高校の校章が大事に掲げられており、そこに卒業生がきて記念撮影しているとい

うことをお聞きした。卒業生だけでなく地域の方の誇りとして大事にされていることが

うかがえます。今後、不要となった建物の利活用を考えるときに、人々が交流し、活性

化し続けるためのヒントとなる取組を視察させていただきました。 

 

 

 

【【【【第第第第３３３３日日日日】】】】    

福島県須賀川市役所 

 人口７１，５５５人 

 面積２７９.４３Ｋ㎡ 

 

≪視察項目≫ 

 消防団参集アプリに 

 ついて   

 

≪視察内容≫ 

◯開発に至った経緯 

 アプリ導入前の火災発生時の連絡体制→消防署から団本部及び団幹部等に火災発生

メールが配信され、その後、団幹部等が所属団員へ別途、個別に火災発生情報を伝達し

ていた。各団員に対する出動要請に時間を要し、その分初動が遅くなっていた。またサ

ラリーマン団員の増加により、管轄班が真っ先に現場に到着するとは限らず、現場の水

利状況に不慣れな応援班が先に到着するケースもあった。団員であった和田氏と、団員

でありシステムエンジニアだった斎藤氏がアイディアを出し合い、アプリ開発すること

になった 

 

◯須賀川市の導入経緯 

 火災発生時、団員に対してダイレクトに情報を伝達する手段と、団員がいち早く最適

な水利に部署することを可能とする手段を模索していた。水利台帳も住宅地図にシール
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を貼った位置図で管理しており、詳細な位置を表示することが困難なことに加え、設置

時期・修繕時期等の情報も管理する必要があることから水利台帳のデジタル化を検討し

ていた。 

 

◯消防団参集アプリの機能概要 

 アプリは各団員が所持しているスマートフォン等にインストールする。 

火災発生時はもとより、平常時においても消防団活動をサポートする。 

 

 火 災 発 生 時  

①火災発生時のサイレン音 

 スマホからサイレン音とともに、火災発生情報がポップアップ画面に表示される 

②火災発生場所の把握 

 火災発生場所をアプリ上で確認できる。ナビゲーション機能を利用することができる 

③水利位置の把握 

 アプリ上で消火栓等の水利位置を確認できるため、最適な水利に到着するまでの時間

を短縮できる 

④班内の情報共有化 

 各団員の出動状況や到着時間を班内で共有できる 

 ※操作すること〈行けるか？〉→「現場へ」「屯所へ」「欠席」※三択 

        〈到着までの時間は？〉→「５分」「10分」「20分」※三択 

 ※実際の現場を考え、少ない操作でできる 

 ※誰がいつ参集できるのかを把握できる 

 ※屯所を出るときに「移動／到着」を共有するので遅れて行く人にも状況がわかる 

⑤車両部署位置の情報共有化 

 消防車両の部署ごとの停車位置を確認できるため、後続車両も効率的に現場に到着で

きる。各団員が屯所を経由せず直接現場に出動する場合であっても、自らが所属する分

団（班）に迅速に合流できる 

 

 

 平 常 時  

①消防水利点検機能 

 アプリでは館内の消火栓等の情報（位置、種別、口径、点検状況等）を地図上に表示 

②その他（チャット機能による情報共有等） 

 

 

 豪雨 や 水害時  

パトロール中に倒木や浸水など見つけた場合、「浸水・冠水」現場の写真を撮影し、登録

することができる。消防団員しか登録していないので、信頼性の高い情報のみが集まる。 
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 事務作業に関して  

出動報酬（年４回） 団員報酬（年２回） 

〈誰が・いつ・どんな出動〉したのか 

現在は団員ごとに ID を持っているので、アプリ内でお

知らせを確認できる。※アプリ以前は６回の振込作業の

たび、文章を送っていたとのこと 

 

幹部会の資料閲覧（例えば行事の度の服装や集合時の確

認など）※問い合わせ電話がなくなった 

 

出動回数の管理まとめ → 

物品の手配 

各班からあがる注文に対し「本当に必要なのか」「手配

漏れが無いか」の確認ができる 

 

≪所 感≫ 

須賀川市消防団は 826名の団員が 13 分団で活動されている。 

アプリ開発者でもある斎藤さんが消防団１年目だった時、東日本大震災が発生。当時、

電話はつながりにくく、防火水槽、消火栓の位置がわからない状況で満足な活動ができ

なかった経験を元に、アプリ開発に至ったとのこと。運用しながら少しずつアップデー

トしてこられたお話を興味深く聞かせていただきました。 

 

今の機能は最初から想定していたものでなく、現場の声を反映し徐々に機能追加され、

より便利になっていっているようだ。通信状況が悪い場合に GPSなどは最新情報に更新

できないが、オフラインモードで最後の情報を見ることができる。消防本部からの連絡

は、アプリだけでなく従来のメールも併用され、迅速な連絡が重層的に確保されている。 

 

アプリ操作が得意な人、不得意な人がいるので、幹部のための講習会を開き、アプリの

操作を学び団員へ周知されている。 

 

「参集アプリ」ということでしたが、消防団の活動に必要な事務作業（実際の火災出動

以外の連絡や、活動報告等）まで広く網羅し、団員のニーズに寄り添ったアプリだと実

感できました。物品などの発注、また報酬や出動の取りまとめをアプリ内で報告を受け

られるということで時間短縮、ミスの軽減につながる。 

 

今後、広域でシステムを運用できるのは理想かもしれないが、現状のアプリの機能は、

団員にとって十分シンプルで合理的となっていると考えられる。消防団員の確保のため

にも望ましいアプリだと感じました。 
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令和７年８月２０日 

 

 

 小野市議会議長 平田真実 様 

 

                          総務文教常任委員 

                          前 田 昌 宏 

 

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

 

   先般、実施しました行政視察の結果について、下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１１１１    視察日視察日視察日視察日  令和６年８月５日（火）～７日（木） 

 

２２２２    視察メンバー視察メンバー視察メンバー視察メンバー    

  議員：川名善三、山本麻貴子、前田昌宏、平田真実、前田光教、髙坂純子、 

小林千津子、河島信行 

 

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

    

（１）岩手県花巻市（人口：８９，０３１人、面積：９０８．３９Ｋ㎡） 

   ○幼保こ小連携の取組について 

 

（２）山形県村山市（人口：２１，０１７人、面積：１９６．９８Ｋ㎡） 

   ○にぎわい創造活性化事業および「Link MURAYAMA」について 

 

（３）福島県須賀川市（人口：７２，４０６人、面積：２７９．４３Ｋ㎡） 

   ○消防団参集アプリについて 
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４４４４    調査結果調査結果調査結果調査結果    

    

【第１日】【第１日】【第１日】【第１日】    

    

≪視察項目≫ 

岩手県花巻市 

幼保こ小連携の取組について 

 

花巻市就学前教育プログラム ～0 歳からの健やかな成長を目指して～ 

 

Ⅰ．プログラム策定の主旨 

 

１．プログラムの目的 

 

花巻市教育委員会は、令和３年「第３期花巻市教育振興基本計画」を策定し、子ど

もたちが生涯にわたって心身共に健康な生活を送ることができる基盤づくりを進める

ことを掲げた。本プログラムは、就学前教育のあり方について、家庭、保育園・幼稚

園・認定こども園、小学校、地域での取組を具体的に示すことにより、心身ともに健

全な子どもの育成を推進するために策定する。 

 

２．プログラムの位置づけ 

 

 本プログラムは、就学前教育の振興を図るための基本的な方針として位置づける。

特に「子育て環境の充実」における「家庭の教育力向上」「就学前教育の充実」では、

家庭における基本的生活習慣等の定着を図ることや保育園・幼稚園・認定こども園を

通じた就学前の教育に力を入れる。（実施期間は令和６年度から令和８年度まで） 

 

３．社会の変化と就学前教育の重要性 

 

乳幼児期は、基本的生活習慣を養うとともに、生涯における人格形成の基礎が培われ

る。０歳から人として尊重され生きる喜びを感じながら成長することが、その後の望

ましい生き方につながることを認識し成長を支えることが必要である。 

 

（１）家庭教育の面から 

近年、家族形態や保護者の就労形態の多様化等により、家族とふれあう時間の減少

や幅広い世代と交流するなどの直接的な体験が不足している。保護者が、子どもの発

達を待てずに厳しい態度で接したり、逆に手をかけすぎたりすることで、子どもの自

立の芽を摘んだり子どもの自己肯定感が低くなる場合もある。 
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（２）子どもの育ちや学びの連続性の面から 

就学前教育においては、子どもたちが遊びや生活を通して周囲の環境に主体的に関

わり、試行錯誤したり考えを積み重ねることにより、資質・能力を育むことが大切で

ある。小学校教育においては、就学前教育での育ちや学びを踏まえて、幼児期の遊び

を通した総合的な学びから、児童期の教科等の学習に円滑に移行し、主体的・自覚的

に学びに向かうことができるように工夫していくことが必要である。 

 

（３）地域で支える子育ての面から 

地域での取組を含め、保護者が育児相談や情報収集しやすい環境、保護者相互が交

流したり学習したりする機会の充実を図り、子育てに対する不安感が緩和できるよう

な子育て支援体制の充実を図る必要がある。 

 

Ⅱ ．目指す子どもの姿と基本方針 

 

花巻市の就学前教育において目指す子どもの姿を「元気な子ども」、「やさしい子ども」、

「考える子ども」とする。 

基本方針として、家庭、保幼こ小、地域が連携・接続して、社会で心豊かにたくまし

く生きていくことができる「元気な子ども」、「やさしい子ども」、「考える子ども」の

育成を目指す。 

 

 



4 

 

Ⅲ．取組方針と施策 

 

１．取組方針と施策 

 

（１）家庭における教育力の向上支援 

 【施策】 

①  就学前教育振興会議の設置 

② 保護者への子育て支援 

③ 保幼こ小での子育て相談事業の充実 

 

（２）保幼こ小の連続性を考慮した保育・教育の充実 

 【施策】 

① 保育園・幼稚園・認定こども園での取組の充実 

② 保幼こ小連携・接続の推進 

③ 特別な支援を必要とする乳幼児への支援 

 

（３）地域との連携による子育て支援の充実 

 【施策】 

① 地域における就学前教育に対する理解への働きかけの推進 

② 地域の教育力を生かした体験活動や学びの充実 

    

≪所感≫ 

    

就学前教育の重要性と、保幼こ小の連携・接続の具体的施策を丁寧に説明いただき

ました。 

 

架け橋期のカリキュラムについて 

 A3 の用紙一枚に、子どもたちに育ってほしい姿（ゴール）と、先生の関りや環境づ

くり（手段）、大切にしたい体験（プロセス）、家庭・地域での活動（イベント）が具

体的に明示されており、教育に関わる関係者の高位標準化を係る道標として非常に有

効であると感じた。 

 子どもたちに育ってほしい姿や先生の関りを客観的に定義するだけでなく、発する

言葉を具体的に列記しているところに工夫を感じた。 

 （言葉の一例） 

・子どもたちの自立心を測る言葉・・・「やってみたいな」「これをつかってみよう」 

・先生の声掛け・・・「いいかんがえだね」「次もできそうだね」 

 

園小交流・連携について 

地域の園小合同会議や園児と児童の交流会など、育ちや学びの連続性を組織と仕組
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み作りで対応されようとしていることに感心した。引継ぎ連絡会を充実させ、移行期

の情報の共有化を図っていることにも重要性を感じた。 

 

「ニコニコ３事業」の取組 

 

家庭や地域への働きかけを強化するために実施されている「ニコニコせんせい体験」、

「ニコニコチャレンジ」、「ニコニコ元気っ子」の３事業については、家庭内のコミュ

ニケーションや地域とのふれあいを重視して継続的に実践されており、ユニークな取

組であると感じた。 
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【第２日】【第２日】【第２日】【第２日】    

    

≪視察項目≫ 

山形県村山市 

にぎわい創造活性化事業および「Link MURAYAMA」について 

 

■ 施設案内 

 2016 年に閉校した県立舘岡高校の校舎をリノベーション 

 2022 年に「Link MURAYAMA」としてオープン 

 

Link MURAYAMA は、公共と民間が同居している施設 

公共・・・気軽に立ち寄って使えるオープンスペース 

       貸し切りにして利用できるスペース 

  民間・・・多種多様な２０の民間事業者が入居 

 

［開館時間］ 共用部分 9:00～20：00 

休館日は第 2水曜日、年末年始 

       民間部分 24時間・年中無休で利用可能 

 

［運営主体］ 村山市直営 → R8 年より指定管理者への移行 

［スタッフ］ 専任 7 人＋α 

 

■全体マップ 
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■ 利活用検討 

 

2016201620162016 年年年年    利活用検討市民会議の設置    

2018201820182018 年年年年    ワーキングチームの設置    

2019201920192019 年年年年    利活用基本構想の策定    

2019201920192019 年年年年    施設改修設計    

2020202020202020 年年年年    山形県から村山市へ跡地の譲渡。教室棟・講堂・同窓会館など解体    

2021202120212021 年年年年    施設改修工事 

 

■■■■    財政財政財政財政    

［土地・建物］ 県から有償譲渡 

［改修整備費］ 総額約 9-10億円（延床 約 6,400 ㎡） 

［交付金］ 地方創生推進交付金（内閣府） 

  空き家対策総合支援事業（国交省） 

  敏構造再編集中支援事業（国交省）など活用 

［管理運営費］ 年間 約 5 千万円（うち約 1,500万円をテナント使用料でまかなう） 

 

■ にぎわいを生む工夫 

（考え方） 

 ・リビングやコワーキングスペース、屋内広場のオープン化 

 ・用途を限定しない余白のある空間と運営 

 ・市民が企画する公益的なイベントを支援 

 ・施設周辺のお店やイベントなどの積極的な発信 

 

（運営ポリシー） 

 ・極力「○○禁止」というルールを設けない 

  →重視するのは、他の利用者と相互に配慮すること 

 ・オープンスペースには、市民がふらっと来て使えるように 

（使用料の免除） 

 ・公共的な活動をしている市民サークルなどの団体は使用料免除の仕組み 

 ・免除になる 4 か条①公共性、②非営利、③SNS 等で広く集客、④年に数回まで 

 

 

≪所感≫ 

 

 「Link MURAYAMA」では、前半部分で施設紹介や施設運営のビジョンや工夫を説明い

ただき、後半では施設を回って案内をしていただきました。 

「Link MURAYAMA」が“集い”の空間を提供し、ここに人が集まって“にぎわい”と

なり、そこに商業施設があって“なりわい”となっている。いわば、イベント空間と
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商業施設の複合施設である。この複合施設は、高校の廃校跡を利用して、まちの規模

に応じてリニューアルしたところに斬新さを感じた。 

運営ビジョンには、「Link MURAYAMA は小さなまちとして創り育てていく空間」と紹

介されており、時代の流れに応じて、施設運営と集客イベントを見直し、発展させて

いこうとする意思を感じた。 

小野市においては、エクラや図書館が人の集まりを提供する場であり、ここに改装

中のイオンや開発予定のシビックゾーンがあって、“にぎわい”と“なりわい”が形成

されていく。時代の変化の中で、小野市の地域特性にマッチした“にぎわい” と“な

りわい”のあり方を検討していきたいと考える。 
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【第３日】【第３日】【第３日】【第３日】    

    

≪視察項目≫ 

福島県須賀川市 

消防団参集アプリについて 

 

１．導入の背景 

従来、火災発生を知らせるメールは、消防本部から団幹部等に配信され、次に団幹

部等から所属団員に出動可否の確認が個別にされていた。このため各団員の出動可否

の確認に時間を要していた。そこで、迅速な出動体制を整備するため平成 30 年、火災

発生を通知し団員の出動の可否を把握できる「消防団参集アプリ」を導入した。 

 

２．納入実績 

 福島県内６１の自治体のうち、約 1/3 が導入済み 

 岡山県の備前市も昨年導入、明石市は検討したが導入には至らなかった、とのこと 

 

３．消防団参集アプリの機能 

 

（１）火災発生時、 

火災発生場所を管轄する団員のスマートフォンに情報が送られ、サイレン音ととも

に、「出火場所」 や「火災種別」の情報がポップアップ画面で表示される。各団員は出

火場所を地図上で確認するとともに、自身の出動の可否や到着時間に関する情報を所

属班内で共有できる。このため、現場到着後の迅速かつ的確な活動指示が可能になる。

さらに、アプリの画面上では、消火栓の位置や消防団車両の駐車位置を確認できるた

め、後続の消防団車両についても効率的に駐車位置を選定できる。 

 

火災時以外の活用として、 

①消火栓等の点検機能 

アプリの画面上から消火栓の情報が入手可能。ため池の情報も登録可能。加えて、

消防団が消火栓が点検活動を行った際に、点検記録や画像を登録することができる 

 

②チャット機能 

チャット機能を備えており、所属グループの階層内の連絡共有が可能。これにより、 

団幹部の指示事項や取り決め事項等について、伝達や意見交換が可能となった。 

 

③消防服等の申請機能 

市からの貸与品の申請がアプリ上で可能 

自身が入力し、承認は副団長→団長の 2段階承認 

④防災訓練の出欠と報酬の連絡 



10 

 

 訓練の出欠に応じた出動報酬がアプリで届けられる 

 出欠は上位役職が入力→2段階承認 

 

⑤豪雨、地震の発生についても情報発信可能 

 

≪所感≫ 

 

市の消防団員でもあるアプリの開発者自らの説明は非常に分かり易かった。消防団

活動をよく知る消防団員が開発したアプリだけに、細やかな配慮がなされ、使い勝手

が良いと感じた。機能面では、火災情報の迅速な共有と、出動可否に関する情報を所

属班内で共有できることから、消防活動の効率化に役立つと考える。また、火災時以

外にも、消火栓等の点検機能やチャット機能など、使える機能が充実している。小野

市においても導入に向けた検討をする価値があると考える。 
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令和 ７年 ８月 20 日 

 

 

 小野市議会議長 様 

 

                         総務文教常任委員会 

                            平田真実 

 

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

 

 先般、実施しました 総務文教常任委員会 行政視察の結果について、下記のとおり報告い

たします。 

 

記 

 

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日  令和７年８月５日（火）～令和７年８月７日（木） 

 

２２２２    視察メンバー視察メンバー視察メンバー視察メンバー    

川名善三委員長、山本麻貴子副委員長 

委員 前田昌宏、平田真実、前田光教、髙坂純子、小林千津子、河島信行 

 

 

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

（１）岩手県花巻市（人口：約 ８万９千人、面積： 908.39ｋ㎡） 

保幼こ小連携の取組について 

子どもの発達や学びの連続性を共通理解し、保育園・幼稚園・認定こども園と小学校の教育

内容等の連携・接続を深めることで、幼児教育から小学校教育への円滑な移行を図るねらい

の元、様々な取組を実施している。 

 

（２）山形県村山市（人口：約 ２万１千人、面積： 196.98k ㎡） 

にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について 

 平成２８年に閉校した県立楯岡高校の校舎をリノベーションし、令和４年にオープンした公共

と民間が同居した官民連携の拠点施設。 

 

（３）福島県須賀川市（人口：約 ７万１千人、面積： 279.43k ㎡） 

消防団参集アプリについて 

 団員に対しダイレクトに情報を伝達できるだけではなく、平常時から消防団活動をサポートで

きる機能を備えたアプリを活用している。 
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４４４４    調査結果調査結果調査結果調査結果    

【【【【第第第第１１１１日日日日】】】】    

岩手県花巻市 

  人口：約 ２万１千人、面積： 196.98Ｋ㎡ 

≪視察項目≫ 

 保幼こ小連携の取組保幼こ小連携の取組保幼こ小連携の取組保幼こ小連携の取組についてについてについてについて    

 

≪視察内容≫ 

第３期花巻市教育振興基本計画 

 基本目標：「郷土を愛し、丈夫な体と深い知性を持つ心豊かな市民が育つまち〜すべての市

民が学び合い、たくましく生き抜く強さと、思いやりの心を育む“人づくり”をめざして〜」 

 

 この基本目標達成のため、子育て環境の充実の分野においては、「子育てに喜びを感じ、安

心して、健やかな成長を育むまち」を基本方針と、施策の柱のひとつである「子育て環境の充

実」の「家庭教育力の向上」「就学前教育の充実」では、家庭における基本的生活習慣等の定

着を図ることや保育園・幼稚園・認定こども園を通じた就学前教育に力を入れることとしている。 

 

 就学前教育の振興を図るための基本的な方針として策定した「花巻市就学前教育プログラム

では、花巻市の就学前教育における目指す子ども像を「元気な子ども」「やさしい子ども」「考え

る子ども」とし、家庭、保育園・幼稚園・認定こども園・小学校、地域が連携して、就学前教育の

充実に向けた取組を推進している。 

 

 また、就学前教育全体を通し、子どもが周囲の環境に主体的に関わり、考え、工夫し、諦めず

にやり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる姿を育んでいくことが、小

学校生活においても生活や学習での課題に意欲的に取り組んだり、難しいことは周囲の人に

聞きながら粘り強く取り組んだりなど、日々の生活を充実させる姿につながることから、その姿を

「自立心」が育まれている姿と捉え、就学前教育と小学校教育の円滑な接続の視点とした。 

 

令和７年度就学前教育推進計画 

 目標：社会で心豊かに逞しく生きていくことができる「元気な子ども」、「やさしい子ども」、「考え

る子ども」の育成 

 

家庭と共に子どもの自立心を育む家庭と共に子どもの自立心を育む家庭と共に子どもの自立心を育む家庭と共に子どもの自立心を育む    

 家庭との連携を図りながら、家庭生活や園生活を通して、基本的生活習慣の確立を目指し、

自立心を育んでいく。子どもが自己選択・自己決定し、最後まで行う体験を積み重ねたり、考え、

工夫し、失敗も繰り返す中でやり遂げた満足感を味わったりすることができるよう、周囲の大人

は環境を調整すると共に、子どもを支え、認め、励ましていくことを大切にする。 

 ・家族でニコニコチャレンジ 

 ・ニコニコガイドの発行 
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 ・子育て講演会の実施 

 ・ニコニコせんせい体験 

 

育ちや学びの連続性を踏まえた保育・教育の質の向上支援育ちや学びの連続性を踏まえた保育・教育の質の向上支援育ちや学びの連続性を踏まえた保育・教育の質の向上支援育ちや学びの連続性を踏まえた保育・教育の質の向上支援    

 保育園・幼稚園・認定こども園への入園による集団生活を通して、人と関わる力や自立心、道

徳心、豊かな感性等を培うためのより効果的な方法を探り実践していく。 

 ・保育、教育アドバイザー等訪問支援事業による各園の保育力向上支援 

 ・保幼こ小の連携、接続に関する取組 

 ・公開保育、花巻市園内研究発表会、専門研修等、はなまき保幼こ一体研修の実施 

 

インクルーシブ教育の充実インクルーシブ教育の充実インクルーシブ教育の充実インクルーシブ教育の充実    

 特別な支援を必要とする乳幼児の特性や傾向を把握し、適切な援助や支援につながるよう

研修会を実施し、療育機関との連携を強化する。 

 ・市の支援体制についての説明、適切な援助に関する研修 

 ・特性や傾向の把握と情報共有、保育相談事例の情報提供、医ケア児の受け入れに対する

関係機関との連携 

 

地域との連携による子育て支援地域との連携による子育て支援地域との連携による子育て支援地域との連携による子育て支援    

 地域のもつ教育力を生かして、学習機会の充実を図りながら、地域の子どもたちを一体となっ

て守り育てていこうという大人の意識を高める。 

 ・地域への発信、専門知識の提供、次世代の親の育成、未就園児の保護者への対応 

 

【保幼こ小連携・接続にかかわる取組】 

・保幼こ小連携研修「ブロック会議」（はなまき保幼こ一体研修事業） 

 花巻市内には１６小学校、５２の園があり、１２ブロックに分かれて、具体の交流や連携計画に

ついて話し合う。 

・保幼こ小の連携を図ることを目的に、連携のための窓口になる担当者の名簿を作成・配布す

る。 

・学習、生活参観及び保育参観（園と小学校、園と園の相互参観） 

 幼児、児童の様子の参観や協議を通して、子どもの実態や指導に関する交流を図るとともに、

保幼こ小の接続期における保育や教育についての理解を深める。 

・保幼こ小連携交流（園と小学校の交流・園と園との交流） 

 職員間交流を通して、職員同士の関係づくりをしながら相互理解を深める。また、子ども同士

の交流を通して、幼児には小学校への憧れや期待感、児童には思いやりの心を育み成長した

自分への気付きを高めるとともに、子どもの発達や学びへの理解を深める。 

・次年度就学時教育相談の実施 

 次年度就学にあたり、配慮を要する幼児に対して、対象児及び保護者との面談を実施し、幼

児の状況とともに保護者の意向を把握しながら、適切な就学支援を行う。 

・市内園長・小学校長合同会議 
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 花巻市内の保育園長、幼稚園長、こども園長、小学校長等が一堂に会し、相互理解を深める

とともに、市が目指す「子ども像」を共有化し、保育、教育の充実を図る。 

・就学前教育振興会議 

 令和６年４月改定の花巻市就学前プログラムに基づき、就学前教育の振興を図るため、家庭、

保幼こ小、地域が連携して、就学前の教育について課題を共有化し、改善の方向性を探る。 

・花巻市教育研究所 架け橋プログラム推進研究班 

 幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校１年生のカリキュラムを

一体的に捉え、共通の視点をもとに作成した「花巻市 架け橋期のカリキュラム」を活用した実

践を行い、幼児・児童の実態を踏まえた検証、改善を行う。保幼こ小の先生が協働してカリキュ

ラムの実践、検証、改善を行うことにより、互いの教育課程に対する相互理解を深め、学びの連

続性に配慮した接続期の保育、教育の充実を図る。 

 

 

≪所 感≫ 

子どもたちが幼児期から小学校へ自然に移行できるようにする為の丁寧な取組により、学ぶ

意欲の向上や安心感の維持に繋がっていると感じました。そして、様々な合同研修等の実施

により、保育園、幼稚園、こども園と小学校の間で指導方針や子どもの習熟度に対する理解が

深まり、教員間の信頼と協働が促進されていると理解しました。また、見える化された「架け橋期

のカリキュラム」は、５歳児と１年生の２ヵ年について、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

や、「先生の関わりや環境づくりにおける大切にしたいこと」「予想される園での活動例、大切に

したい経験例・生活科を中心とした主な単元例、他教科との関わりの例」「園小交流や連携の

例」「家庭や地域への働きかけの例」「家庭や地域の関わり」について、具体的なカリキュラムが

示されています。これは、保幼こ小において教育内容を改善するための基礎となっていて、成

果の評価や検証等がしやすくなっているようです。花巻市のこの取組は、子どもたちの発達と、

学びの接続に充分に配慮した、質の高い実践だと感じました。教育現場における継続性と細

やかな配慮が、子どもたち一人ひとりの成長を支えていると思います。 

小野市でも脳科学理論を展開した１６か年の一貫性ある教育が実施されていますが、花巻

市では官民問わず保幼こ小が一体化し、具体化されたカリキュラムを園・学校を含めて共に作

成し、具体事例を共有化しています。就学前教育全体を通し、「子どもが周囲の環境に主体的

に関わり、考え、工夫し、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するよう

になる、自立した子ども」を育てるために、研究を常に繰り返し、アップデートの為の連携強化、

検証と改善を重ねておられます。 
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【【【【第第第第２２２２日日日日】】】】    

山形県村山市 

  人口：約 ２万１千人、面積： 196.98Ｋ㎡ 

 

≪視察項目≫ 

にぎわい創造活性化事業及び「にぎわい創造活性化事業及び「にぎわい創造活性化事業及び「にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA」」」」についてについてについてについて    

 

≪視察内容≫ 

平成 28 年 県立楯岡高校が閉校、利活用検討市民会議の設置・開催 

平成 30 年 利活用ワーキングチームの設置、楯岡高校跡地利活用基本構想の策定 

令和元年  改修設計 

令和 2 年   県から村山市へ土地・建物の譲渡、耐震強度不足の施設の解体、改修工事 

令和 4 年  Link MURAYAMA としてオープン 

 

公共と民間が同居している施設であり、市が直営で運営している。 

スタッフは専任７名＋α 

 

公共部分 

気軽に立ち寄って使えるオープンスペース（リビング、キッズラボ、屋内広場、屋外広場など）と、

貸切にして利用できるスペース（会議室、コワーキングスペース、シェアキッチンなど）となって

いる。 

9：00〜20：00 休館日は第二水曜日・年末年始 

 

民間部分 

多種多様な２０の民間事業者が入居している。 

２４時間・無休で利用可能 

 

利活用検討市民会議 

目的は、跡地利活用に関する総合的検討であり、構成は市民６名、地元まちづくり協議会３名、

市議会議員３名、所有者である県の職員という構成であった。平成 28 年 11 月から平成 29 年

4 月まで５回の会議を実施した。 

 

利活用ワーキングチーム 

目的は、施設に導入する機能と配置の具体的な検討と、利活用基本構想の策定に向けた原

案の検討。構成は、入居使用の希望者・一般使用の希望者、計１１名と、学識経験者として大

学教授２名、有識者として建築士１名、所有者である県がメンバーとなった。平成 30 年 6 月か

ら 8 月の間に４回の会議、事例視察１回を実施した。 

 

楯岡高校跡地利活用基本構想を実現するための企画提案（プロポーザル方式）により設計者
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を選定し、設計業務として所有者である県と協議を進め、公の施設として使用する条件で、土

地と建物を県から有償譲渡する随意契約を結んだ。地元事業者により不要施設の除却や施設

改修を実施した。改修整備費は総額約９〜10 億円、延床面積約６,400 ㎡。地方創生推進交付

金、空き家対策総合支援事業、都市構造再編集中支援事業などを活用した。管理運営費は

人件費を含めて年間約５千万円で、その内、約 1,500 万円を使用料で賄っている。 

 

民間部分の入居手続きとしては、空き部屋の使用者公募を行い、審査会で順位付けをしてい

る。 

 

Link MURAYAMA のビジョン  「つながる、にぎわう」 

 

引用元：Link MURAYAMA、Link MURAYAMA とは、https://link-murayama.jp/about/ 

 

施設全体を通して、学校の古材を積極的に活用した。サインやパンフレットを同じデザイナー

に業務委託しており、統一感を出した。 
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≪所 感≫ 

 現在、民間の入居スペースには、カフェ等の飲食店、マッサージ等のリラクゼーション施設、

雑貨屋アクセサリー等の販売のほか、コインランドリーやフィットネス施設、ゲストハウスもありま

す。さらに、オフィス等も入居しているため、コミュニティスペースが閉館していても、常に人がい

る状態であるとのことでした。実際に見学させていただいた日は、コミュニティスペースとしての

利用で多くの子どもたちが遊び、随時、カフェ利用の方や、フィットネス利用と思われる方々が

来館していました。子どもたちの賑やかな声が溢れる一方、２階のコワーキングスペースでは仕

事や勉強に打ち込む方もおり、集中できる静かなスペースも共存していました。屋内広場（体

育館）は、高校生以下と子ども連れの保護者の利用は無料となっており、夏休み期間中という

こともあって中高生が自由に身体を動かすなどしていていました。「体育館」ではなく「屋内広場」

という名称にすることで、「スポーツ専用の場所」という固定概念を払拭したい意図があるとのこ

とです。屋内広場１階のピロティでは、スケートボードやストライダーを使うことができる一方、雨

の日にはグラウンドゴルフ等での利用もあるとのご説明もしていただきました。 

このように、Link MURAYAMA は、子ども、高齢者、若者、企業など、あらゆる世代が、あらゆ

る目的で集うことができる施設であり、無料で利用できる公共の側面と、多種多様な民間事業

者が入居する賑わいづくりの側面を兼ね備えていました。そして、高校という歴史ある建物に新

たな命を吹き込み、人と人をつなぎ、新たな挑戦や交流を促すプラットフォームとなっています。

極力「〇〇禁止」というルールを設けないようにするなどの、運営ポリシーも賑わいを生み出す

上で理念がしっかりしていると感じました。 

小野市においても、将来的に施設の集約化や複合化の課題に直面することが予想されます

が、Link MURAYAMA のように、歴史を大切にしつつ、新しい価値やつながりを生み出すこと

のできる拠点は、現代社会においてまちの魅力を持続的に高めるモデルとなり得ると考えます。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

展示してある校章 

屋内広場１階ピロティ 

⺠間のゲストハウス 

屋内広場２階 
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【【【【第第第第３３３３日日日日】】】】    

福島県須賀川市 

  人口：約 ７万１千人、面積： 279.43Ｋ㎡ 

 

≪視察項目≫ 

消防団参集アプリ消防団参集アプリ消防団参集アプリ消防団参集アプリについてについてについてについて    

 

≪視察内容≫ 

 須賀川市消防団員自らが、現状の課題解決の為に開発したアプリである。 

 

開発の経緯 

 消防署から団本部・団幹部等にメール配信をし、その後、団幹部等が所属団員へ個別に情

報を伝達していた。発災時には、この間に要する時間の影響で、初動が遅くなっていた。また、

管轄班が真っ先に現場に到着するとも限らず、現場の水利状況に不慣れな応援班が先に到

着するケースもあり、その場合は直近の水利に配置するまで更に時間がかかる。このような団

員としての経験から、平成 27 年 4 月に郡山市の国際情報工科大学校と共同開発を行なった。 

 

平成 27 年 12 月 公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構主催のコンテストで最優秀賞 

平成 30 年３月  福島県より「ICT による地域防災アプリケーションの開発提供」をテーマに経

営革新計画の承認 

 

須賀川市への導入経緯 

 市としても、団員に直接情報を伝える手段と、団員がいち早く最適な水利に配置できる手段

を模索していた。また、水利台帳は住宅地図にシールを貼って管理しており、詳細な位置を表

示することが困難で、設置時期や修繕時期等の情報も管理する必要があったため、水利台帳

のデジタル化を検討していた。そのような中、団員のアプリ開発状況を把握し、平成 30 年度か

らの導入に向け、準備を進めた。 

 

アプリ（S .A .F. E）の概要 

 

火災発生時 

① 火災発生時のサイレン音 

② 火災発生場所の把握（地図と連動している為、火災現場へはナビ機能を活用することもで

きる。） 

③ 水利位置の把握 

④ 班内の情報の共有化（各団員の出動状況や到着時間を共有できる。） 

⑤ 車両部署位置の情報共有化（部署ごとの消防車両停車位置を確認できるため、後続車両

も効率的に現場到着できる。また、団員が直接現場に出動する場合、所属する分団に迅速

に合流することができる。） 
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平常時 

① 消防水利点検機能（消火栓等の情報を地図上で確認できることに加え、点検記録や画像

を登録することができるため、不具合が発生した消火栓等の情報も団員で共有することが

できる。） 

② チャット機能等による情報共有等（団幹部から団員への指示事項連絡や、須賀川市では被

服更新申請などにも活用している。） 

③ その他、随時追加されてきた機能は以下 

 ・屯所位置の表示 

 ・消防団応援事業所の位置表示と団員証の表示 

 ・ハザードマップのリンク 

 ・災害時、現場状況の写真共有 

 ・水利位置、修繕年月日の反映 

 ・水利点検実施済みの表示 

 ・消防団幹部会議資料の閲覧 

 ・団員報酬、出動報酬の明示 

 ・出動状況報告の提出 

 

導入効果 

 発災時に、いち早く現場に到着できることに加え、全団員が水利位置を確認できる。火災現

場から水利が離れていて中継放水が必要な場合でも、出動要請のない消防団員が自発的に

出動するなど、団員からは「管轄以外の水利も把握でき、出動時に大変有効だ。」との声が上

がっている。消防署においてもアプリを活用し、水利点検状況、火災時には消防団の部署位置

も共有できる。消防団員の出動報告等に関する作業も、アプリを通じてCSVデータで出力が可

能で、格段に事務作業の効率化が図られている。 

 

費用 

初期費用はかからず、ランニング経費のみ発生する。須賀川市は単年度契約で毎年更新して

いる状況。アカウント数や県内・県外によって委託料は変わってくるが、須賀川市の場合は 850

アカウントで契約しており、年間 200 万円未満である。 

 

≪所 感≫ 

消防団員としての経験が、現場のニーズに即したアプリ開発へとつながったことが非常に素

晴らしいと感じました。地図上での水利表示、出動可否の即時共有、点検や報告のデジタル化

など、どの機能も迅速な対応に繋がり、他の自治体へ利用が広がっていることも納得できました。

火災対応だけでなく災害記録や訓練対応など、機能拡張を随時進め、常に進化し続ける取組

は今後も大いに期待できます。 

当然、大規模災害時等、通信が途絶えた際の課題はありますが、アプリ開発者はオフライン

モードでの仕組みも検討するなど、現在も機能の充実に取り組んでいるとのことでした。また、
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現在も団幹部へのメール配信は引き続き継続しているという点など、アプリを導入することで全

ての解決ができるわけではありませんが、導入前との比較では様々な効率化が図られ、活動が

スムーズになっていることは明らかです。そして、基本的に、団員のみに ID・パスワードを発行

し、他の市民は見ることができないアプリですが、団員の活動のサポートが充実することで、地

域の防災力強化に好影響を及ぼしていると感じます。単なる効率化だけではなく、どのようにし

て市民の命を守っていくか、現場と行政の視点でつなげ、ICT 技術によって課題解決を図る取

組が、実際に成果をあげていました。今後さらに多くの地域でこのような実践が広がることを期

待します。 

 

 

引用元：消防団専用アシストアプリ S.A.F.E.、https://gcd.main.jp/safelp/ 
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令和７年８月２０日 

小野市議会議長  平 田 真 実 様 

総務文教常任委員会 前 田 光 教 

 

 

行行行行    政政政政    視視視視    察察察察    報報報報    告告告告    書書書書 

 

 

先般、実施しました議員派遣行政視察の結果について、下記のとおり報告いたします。 

 

 

記 

 

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日    

令和７年８月５日（火）～ 令和７年８月７日（木） 

    

２２２２    視察視察視察視察議員議員議員議員（（（（総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会））））    

川名善三（委員長）  山本麻貴子（副委員長）  前田昌宏  平田真実 

前田光教  髙坂純子  小林千津子  河島信行 

 

 

 

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

（１）岩手県花巻市 「保幼こ小連携の取組について」 

５歳児から小学校 1 年生の２年間を「架け橋期」とし、幼児教育と小学校教育の円滑な 

接続を図るため、教育の内容や指導法の工夫を「架け橋期のカリキュラム」として可視 

化している取組を学んだ。 

 

（２）山形県村山市 「にぎわい創造活性化事業 Link MURAYAMA について」 

廃校となった県立高校跡の施設を市が取得し、リノベーションを行い、多様な利用者が 

集い、にぎわいの創出と経済効果を生む拠点施設として再生させた取組について学 

んだ。 
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（３）福島県須賀川市 「消防団参集アプリについて」 

消防団に求められる役割が多様化する中で、住民の安全はもとより、前線で活動する消 

防団員の安全を確保するため、災害情報の迅速な発信が可能となるＩＣＴを活用した消 

防団活動について学んだ。 

 

４４４４－１－１－１－１    調査結果調査結果調査結果調査結果    

    

●●●●岩手県花巻市岩手県花巻市岩手県花巻市岩手県花巻市 

人口 ８９,０３１人 面積 ９０８.３９㎢ 人口密度 ９８.０人／㎢ 

財政力指数 ０.７０ 将来負担比率 ４４.４％（令和５年度） 

    

●●●●保幼こ小連携・接続に係る取組として保幼こ小連携・接続に係る取組として保幼こ小連携・接続に係る取組として保幼こ小連携・接続に係る取組として    

１.花巻市における就学前教育の推進  ２.保幼こ小連携・接続に係る取組 

３.花巻市架け橋期のカリキュラム 

 

●令和７年度●令和７年度●令和７年度●令和７年度    保用幼こ小連携・接続に関わる取組保用幼こ小連携・接続に関わる取組保用幼こ小連携・接続に関わる取組保用幼こ小連携・接続に関わる取組    

「子どもの発達や学びの連続性を共通理解し、保育園・幼稚園・認定こども園と小学校の

教育内容等の連携・接続を深めることで、幼児教育から小学校教育への円滑な移行を図る。」

という保幼こ小連携・接続のねらいのもと、次の１)～６)を実施している。 

 

１)連携研修（ブロック会議） 

２)連携窓口担当者名簿の作成 

３)学習・生活参観及び保育参観（園と小学校・園と園の相互参観） 

４)連携交流（園と小学校の交流・園と園の交流） 

５)連携・接続に関する調査 

６)次年度就学児童教育相談（学校教育課・就学前教育課） 

 

その他として「市内園長・小学校長合同会議」「就学前教育振興会議」「花巻教育研究所・

架け橋プログラム推進研究班」を設置、開催している。 

 

●令和７年度就学前教育推進計画に●令和７年度就学前教育推進計画に●令和７年度就学前教育推進計画に●令和７年度就学前教育推進計画につつつついていていていて    

社会で心豊かにたくましく生きていくことができる「元気な子ども」「やさし「元気な子ども」「やさし「元気な子ども」「やさし「元気な子ども」「やさしいいいい子ども」子ども」子ども」子ども」    

「考える子ども」「考える子ども」「考える子ども」「考える子ども」の育成を目標とし、自立心ある子ども象を求めている。 

 

●令和７年度の重点目標●令和７年度の重点目標●令和７年度の重点目標●令和７年度の重点目標    

１.家庭と子どもに自立心を育む 

２.育ちや学びの連続性を踏まえた保育・教育の質の向上支援 

３.インクルーシブ教育の充実 
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５－１５－１５－１５－１    所感所感所感所感    

 保幼と幼保？ とちらがどうか？ 意味もない疑問を抱きながら所感を記します。 

 １６か年教育の実践地である小野市で胎胎胎胎幼保小中幼保小中幼保小中幼保小中を体感し、その視点から、花巻市の施策

を学ばせて頂きました。共通して感じるひとつのキーワードは「自立心」と「自己肯定」で

あるように感じました。 

 ＡＩの回答では、自立心自立心自立心自立心は、他者に頼らずに自分の力で行動しようとする気持ちや、自分

のことは自分でできる状態を指し、一方、自律心自律心自律心自律心は、自分自身で立てたルールや規範に従っ

て行動をコントロールする気持ちと記されていました。つまり、自立は「他からの影響を受

けないで行動する」こと、自律は「自分の内面で決めた事を守る」とされており、それらの

意識を幼少期に醸成することで、たくましく生きる力を育むものと感じた次第です。 

 なお、形態（手法）は異なるものかと思いますが、結果として小野市の取り組む就学前の

幼児教育と同様でもあるかと思ったところです。 

 

 

４４４４－２－２－２－２    視察結果視察結果視察結果視察結果    

[[[[    第第第第２２２２日日日日目目目目    ]]]]    山形県村山市山形県村山市山形県村山市山形県村山市    「にぎわい創造活性化事業「にぎわい創造活性化事業「にぎわい創造活性化事業「にぎわい創造活性化事業    Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA についてについてについてについて」」」」    

    

●●●●山形県村山市山形県村山市山形県村山市山形県村山市 

人口 ２１,０１７人 面積 １９６.９８㎢ 人口密度約 １０６.７人／㎢ 

財政力指数 ０.３５ 将来負担比率 ２０.８％（令和５年度） 

    

●●●●施設紹介について施設紹介について施設紹介について施設紹介について（公共と民間が同居している施設）（公共と民間が同居している施設）（公共と民間が同居している施設）（公共と民間が同居している施設） 

  

 

「公共」「公共」「公共」「公共」    気軽に立ち寄って使えるオープンスペース 

（リビング・キッズラボ・屋内広場・屋外広場） 

貸切にして利用できるスぺース 

（会議室・コワーキングスペース・シェアキッチン） 

「民間」「民間」「民間」「民間」 多種多様な２０の民間事業者が入居 

 

●●●●利活用の検討経緯利活用の検討経緯利活用の検討経緯利活用の検討経緯    

２０１６年（平成２８年）県立楯岡高校 閉校（→東桜学園 開校） 

                利活用検討市民会議の設置・開催 

２０１８年（平成３０年）利活用ワーキングチームの策定 

                楯岡高校跡地利活用基本構想の策定 

２０１９年（令和 元年）改修設計 

２０２０年（令和 ２年）山形県から村山市へ土地・建物の譲渡 

                耐震強度不足の施設解体→改修工事 

２０２２年（令和 ４年）Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA OPENOPENOPENOPEN    

 

●●●●将来の展望・将来の展望・将来の展望・将来の展望・ビジョンビジョンビジョンビジョンについてについてについてについて（宣言）（宣言）（宣言）（宣言）    
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「つながる」「にぎわう」 

村山市にぎわい創造活性化施設Ｌｉｎｋ ＭＵＲＡＹＡＭＡは 

いわば小さなまちとして創り育てていく空間 

ここに集い交わり仲間を見つけ つながりを得た人々が 

新たなチャレンジを積み重ねることで 

「にぎわい」と「なりわい」を生む場所にしていきます 

 

●●●●財政について財政について財政について財政について    

〇土地・建物（県から有償譲渡）    

〇改修整備費総額約９億～１０億円（延床面積 約６,４００㎡） 

〇地方創成推進交付金（内閣府） 空き家対策総合支援バ行（国交省） 

都市構造再編編集中支援事業（国交省）等々活用 

〇管理運営費年間 約５,０００万円 内約１,５００万円使用料収入 

 

●●●●主な工夫主な工夫主な工夫主な工夫としてとしてとしてとして    

にぎわいを生む工夫（運営＆使用量免除）  なりわいを生む工夫 

 

●●●●村山市の官民同居の公共施設づくりの考え村山市の官民同居の公共施設づくりの考え村山市の官民同居の公共施設づくりの考え村山市の官民同居の公共施設づくりの考え    

１)施設利用用に主体性のあるメンバー（利活用希望者）で、施設のあり方・使い方を 

議論する。 

２)公共スぺースの存在が、民間事業者のメリットに繋がるよう計画する。 

３)施政方針や利活用者の声から施設の設置目的を明文化し、そこから管理運営ルール 

（法令・運用等）を定める。 

４)「どうしたら問題が起きないか」だけでなく「どう使ったら活性化につながるか」 

という視点をもつ。 

 

●その他●その他●その他●その他    

  〇テナント料 １㎡ １,０００円（光熱費案分） 

  〇将来的に指定管理を目指す（令和８年度） 

 

５－５－５－５－２２２２    所感所感所感所感    

 廃校となった県立高校を活用してのにぎわい創出施策でしたが、当初、想像していたより

も活気にあふれていると感じました。夏休み期間でもあったからか適度に市民が集い、それ
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ぞれの目的を果たされていました。 

 管理スタッフは、専任名で管理されており、各種届出等が必要なゲストハウスも開設され、

外国人旅行者が滞在され賑っていました。 

 立地関係ですが、５００ｍ程度の距離で主要駅もあり、正面の道路は県道で、拡張される

計画らしく、住宅地も整備されるような雰囲気でした。人口減少時代、県と市の連携による

新たなまちづくりを感じた次第です。 

 将来、小野市においても学校の空き教室や敷地において、地域の利活用が考えられ、教育

と行政の縦割りではなく、繋がりのある施設利用を模索しつつ所感を記しておきます。 

 

 

[[[[    第３第３第３第３日日日日目目目目    ]]]]    福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市    「消防団参集アプリについて」「消防団参集アプリについて」「消防団参集アプリについて」「消防団参集アプリについて」    

    

●●●●福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市 

人口 ７２,４０６人 面積 ２７９.４３㎢ 人口密度約 ２４９.１人／㎢ 

財政力指数 ０.５６ 将来負担比率 ６３.１％（令和５年度） 

 

●開発の経緯●開発の経緯●開発の経緯●開発の経緯    

 

現役消防団員である斎藤団員がＳＥであることから、互いのアイディアを出し合い開発の

運びとなった。 

 

平成２７年 ４月  国際情報工科自動車大学校（福島県郡山市）と共同開発 

平成２７年１２月  公益法人郡山地域テクノポリス推進機構主催のコンテストで最 

優秀賞受賞 

平成３０年 ３月  福島県より「ＩＣＴによる地域防災アプリケーションの開発提 

供」をテーマに経営革新計画の承認 

 

●消防団参集アプリの機能概要●消防団参集アプリの機能概要●消防団参集アプリの機能概要●消防団参集アプリの機能概要    

 

〇火災発生時 

１)火災発生時のサイレン音  ２)火災発生場所の把握  ３)水利位置の把握 

４)班内の情報共有化  ５)車両部署位置の情報共有 

〇平常時 

１)消防水利点検機能  ２)チャット機能による情報共有等 

 

●アプリ導入の効果●アプリ導入の効果●アプリ導入の効果●アプリ導入の効果    

 

１)火災等現場への早期到着 ２)事前に水利位置を確認（円滑な中継業務等が可能） 

３)水利点検状況の把握 ４)災害時の消防団員配置位置の共有  等々 
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〇アプリ導入時の検討課題と現状〇アプリ導入時の検討課題と現状〇アプリ導入時の検討課題と現状〇アプリ導入時の検討課題と現状    

 

１)各屯所（詰所）場所の表示    → 対応済 

２)消防団応援事業所の位置・団員証 → 対応済 

３)ハザードマップのリンク     → 対応済 

４)防災メールシステム       → 現在保留中現在保留中現在保留中現在保留中（運営面での検討必要） 

５)災害時の現場状況の共有     → 対応済 

６)水利位置・修繕年月日      → 対応済 

７)水利点検実施の表示       → 対応済 

８)消防団幹部会議資料の閲覧    → 対応済 

９)団員報酬・出動報酬の明示    → 対応済 

１０)出動状況報告          → 対応済 

 

５－５－５－５－３３３３    所感所感所感所感    

 

 阪神淡路大震災を経験した兵庫県、東日本大震災を経験した福島県、それぞれの立場と経

験を元に視察に参加させて頂きました。 

今回の視察は、消防団に関するものであり、総務省からも推奨されているスマホアプリを

活用した合理的な取組ではありました。説明を受ける限りは大変効果的なものと感じられま

したが、小野市との相違点を考えてみますと、消防本部が組合と単独の違いや、管轄する総

面積の違い等々を考慮すると、須賀川市の開発・採用するアプリが適切であるかは現場感覚

からも検証の必要性を感じました。つまりは、消防団単体としてのアプリ活用は必要性を満

たすものの、消防本部との連携が必要であっても須賀川市は広域消防組合のため、市の単体

消防団との連携も少々難しいところが現状とのことで、指揮の一本化には不安が残るところ

でした。 

小野市の場合、須賀川市の約１/３程度の面積であり、緊急時等においては、基本的に消

防本部が消防団よりも早く現場入りをしており、状況確認の上、指揮者より指示を一本化し、

その内の１系統が消防団であると思われるところから、これらアプリの必要性については異

なりを感じるところとなりました。 

また、団員と市のＩＣＴとの連携は、各部、各分団からの出動記録等は公式ＬＩＮＥを活

用しており、須賀川市消防団に次いで、小野市もＩＣＴを活用した独自の消防団活動を期待

するところです。 
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令和 7 年８月２１日 

 

 小野市議会議長   

  平田 真実 様 

                           総務文教常任委員 

                             髙坂 純子 

 

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

 

 先般、実施しました 総務文教常任委員会 行政視察の結果について、下記のとおり

報告いたします。 

記 

 

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日  令和 7 年 8 月 5 日（火）～令和 7 年 8 月 7 日（木） 

 

２２２２    視察メンバー視察メンバー視察メンバー視察メンバー    

委員長：川名善三 副委員長：山本麻貴子  

委員：前田昌宏・（議長）平田真実・前田光教・髙坂純子・小林千津子・河島信行 

 

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

（１）岩手県花巻市市役所（人口：89,031 人 面積：908.39 ㎢） 

   保幼こ小連携の取組について 

   幼児期後期から小学校期への連続性に注目して、カリキュラムにかかる具体的な

取組を共有し資質・能力をつなぐ取組を実践することで、保育・教育の質を向上

させる取り組みについて学ぶ。    

 

（２）山形県村山市「Link MURAYAMA」（人口：21,017 人 面積：196.98 ㎢） 

にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について 

廃校となった県立高校跡の施設を市が取得してリノベーションを行い、コミュニ

ティ、コワーキング、オフィス、ゲストハウス、フィツトネス、子どもの遊び場・

スポーツなどの機能を有する「多様な利用者が集い、にぎわいの創出と経済効果

を生む拠点施設」として再生させた先進的取り組みついて学ぶ。 

     

（３）福島県須賀川市役所（人口：71,555 人 面積：279.43 ㎢） 

 消防団アプリについて 

消防団に求められる役割が多様化する中で、住民の安全はもとより前線で活動す

る消防団員の安全を確保するため、災害情報の迅速な発信が可能となる ICT を活

用した消防団活動について、先進事例を学ぶ。 
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    調査結果調査結果調査結果調査結果    

【【【【第第第第１１１１日日日日】】】】    

岩手県花巻市市役所（人口：89,031 人 面積：908.39 ㎢） 

≪≪≪≪視察項目視察項目視察項目視察項目≫≫≫≫    

 保幼こ小連携の取組について   

 

≪≪≪≪視察内容視察内容視察内容視察内容≫≫≫≫    

① 花巻市における就学前教育の推進 

「動向」 

平成 18 年 12 月：教育基本法の改正により“家庭教育”“幼児期の教育”の条文が新設 

平成 29 年 3 月：保育所保育指針・幼稚園教育要綱・幼保連携型認定こども園教育・保 

育要領において、小学校との円滑な接続を図るよう明記。 

令和元年 10 月 1 日：幼児教育・保育の無償化がスタート 

令和 3 年 5 月：文部科学省は幼児教育スタートプラン策定 

令和 4 年 3 月：「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」が示され

る 

令和 5 年 4 月：こども基本法施行 

令和 5 年 12 月：子ども大綱が閣議決定（子どもまんなか社

会） 

令和 3 年 3 月：「第 3 期花巻市教育振興基本計画」を策定し、

就学前教育の充実を図る取組として掲げた。 

 

★花巻市就学前教育プログラム（花巻市就学前教育プログラム（花巻市就学前教育プログラム（花巻市就学前教育プログラム（0000 歳からの健やかな成長を歳からの健やかな成長を歳からの健やかな成長を歳からの健やかな成長を

目指して）目指して）目指して）目指して）    

〇「第 3 期花巻市教育振興基本計画」における就学前教育のあり方について、家庭、保

育園、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、地域での取組を具体的に示すことによ

り、心身ともに健全な子どもの育成をさらに策定するものです。 

※本プログラムの実施期間は令和 6 年度から令和８年度まで 

 

■社会の変化と就学前教育の重要性 

① 家庭教育の面から 

② 子どもの育ちや学びの連続性の面から 

③ 地域で支える子育ての面から 
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■目指す子どもの姿と基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■取組方針と施策 

（１）家庭における教育力の向上支援（１）家庭における教育力の向上支援（１）家庭における教育力の向上支援（１）家庭における教育力の向上支援    

・就学前教育振興会議の設置 

・保護者への子育て支援 

・保幼こ小での子育て相談事業の充実 

 

（２）保幼こ小の連続性を考慮した保育・教育の充実（２）保幼こ小の連続性を考慮した保育・教育の充実（２）保幼こ小の連続性を考慮した保育・教育の充実（２）保幼こ小の連続性を考慮した保育・教育の充実    

・保育園・幼稚園・認定こども園での取組の充実 

・保幼こ連携・接続の推進 

・特別な支援を必要とする乳幼児への支援 

 

（３）地域との連携による子育て支援（３）地域との連携による子育て支援（３）地域との連携による子育て支援（３）地域との連携による子育て支援    

・地域における就学前教育に対する理解への働きかけの推進 

・地域の教育力を生かした体験活動や学びの充実 

 

≪所≪所≪所≪所    感≫感≫感≫感≫    

教育部就学前教育課＝基本的に福祉部と教育委員会という異なる部署の管轄の垣根を

越えて、連携がしっかり構築されている。この連携は、今に始まったことではなく、平

成 20 年頃からと聞き驚いた。 

市内には 52 の保育園、幼稚園、認定こども園と 16 の小学校があるが、各学校単位では

なく、教育部就学前教育課で全て受ける体制には苦労することもあると思うが、誰一人

取りこぼしのない支援体制や、問題点の情報共有など学校・保護者・子どもにとっても

プラスである。 
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家庭や地域の働きかけとして「ニコニコせんせい体験」は、実際に自分の子どもがお世

話になっている園で保護者が先生の補佐的な仕事を行うのだが、毎回大人気のようだ。

先生と一緒に活動できることで、園への理解、他の子どもへの配慮、自分の子どもの成

長等大きな収穫が得られると思う。また、園長経験者から構成されている保育教育アド

バイザーは、就学前のお子様の保護者にとって鬼に金棒。 

中 1 ギャップの時代から小 1 ギャップと言われる時代が来ているのではと思いながら、

福祉と教育委員会の協力体制と関わり方の大切さを改めて考えさせられた視察だった。 

    

【【【【第第第第２２２２日日日日】】】】    

山形県村山市「Link MURAYAMA」（人口：21,017 人 面積：196.98 ㎢） 

    

≪≪≪≪視察項目視察項目視察項目視察項目≫≫≫≫    

にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について 

 

≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫    

〇施設紹介：2016 年閉校した県立楯岡高校の校舎をリノベーション 

     ：2022 年「Link MURAYAMA」よしてオープン 

※特徴※特徴※特徴※特徴        ：公共と民間が同居している施設である：公共と民間が同居している施設である：公共と民間が同居している施設である：公共と民間が同居している施設である    

        

★活用の検討経緯：活用の検討経緯：活用の検討経緯：活用の検討経緯：2016201620162016 県立楯岡高校閉校県立楯岡高校閉校県立楯岡高校閉校県立楯岡高校閉校（→東桜学館開校） 

 

 利活用検討市民会議利活用検討市民会議利活用検討市民会議利活用検討市民会議の設置・開催（の設置・開催（の設置・開催（の設置・開催（2018201820182018 年）年）年）年）    

「目的」跡地利用に関する総合的検討 

「構成」市民（公募又は依頼 計 6 人）地元まちづくり協議会（会長・副会長 計 3 名

市会議員（常任委員長 2 人・議会運営委員長）山形県（本庁担当課、地域振興局

長） 

「開催」2016 年 11 月～2017 年 4 月（会議 5回） 

 利活用ワーキングチームの設置利活用ワーキングチームの設置利活用ワーキングチームの設置利活用ワーキングチームの設置    

「目的」施設に導入する機能と配置具体的な検討  

    利活用本構想の策定に向けた原案の検討 

「構成」入居使用の希望・一般使用希望者 計 11 名 

    学識経験者（大学教授２名）有識者（建築士）山形県 

「開催」2018 年 6～8 月（会議 4回・事例視察 1回） 

 楯岡高校跡地利活用基本構想楯岡高校跡地利活用基本構想楯岡高校跡地利活用基本構想楯岡高校跡地利活用基本構想の策定の策定の策定の策定    

1、 土地・建物の基本的情報 

2、 検討経過 

3、 利活用の基本的考え方 

4、 今後のスケジュール 

 2019 年：改修設計（プロポーザル方式による設計者を選定） 

県立楯岡高校校章

県立楯岡高校校章県立楯岡高校校章

県立楯岡高校校章    
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 2020 年：山形県から村山市へ土地・建物の譲渡（公の施設として使用する条件で有

償譲渡の随意契約 耐震強度不足の施設の解体、改修工事 

 2022202220222022 年：年：年：年：「「「「Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA」」」」としてオープンとしてオープンとしてオープンとしてオープン    

�施設管理 

「開館時間」公共部分 9：00～20：00 第 2水曜日・年末年始休館 

      入居部分 24時間・無休で利用可能 

「運営主体」令和８年より指定管理者 

「スタッフ」選任 7 名＋α 

「入居手続」空き部屋の使用者公募→審査会で順位付け 

      市宅建協会に契約・保険等の手続き支援を依頼（1 年間の使用許可） 

「予約管理」書面や電話のほかオンライン受付対応 

      民間のウェブサービスで管理 

�施設運営 

「デザイン」学校の古材を積極的に活用して雰囲気を残す。サインやパンフを同じデザ

イナーに業務委託 

「修整備費」総額：約９～10億円（延床約 6,400㎡） 

      地方創生推進交付金（内閣府）空き家対策総合支援事業（国交省） 

      都市構造再編集中支援事業（国交省）等活用 

「管理運営費」年間約 5,000万円（内、約 1,500万を使用料でまかなう） 

�ビジョン 

小さなまち小さなまち小さなまち小さなまちとして創り育てていく空間である。として創り育てていく空間である。として創り育てていく空間である。として創り育てていく空間である。にぎわいにぎわいにぎわいにぎわいととととなりなりなりなりわわわわいいいいを生む場所にを生む場所にを生む場所にを生む場所に。 

 

「

「「

「Link MURAYAMLink MURAYAMLink MURAYAMLink MURAYAMAAAA」

」」

」    

   

 

本館から体育館への通路

本館から体育館への通路本館から体育館への通路

本館から体育館への通路        

≪所≪所≪所≪所    感≫感≫感≫感≫    

廃校になった小学校や中学校は、近隣市でも利活用に取り組んでおられるようだが、高

校のイノベーションはとても興味がわいた。夏休みとあって子ども達のお泊り会は、ス

（株）ドリームゲート

（株）ドリームゲート（株）ドリームゲート

（株）ドリームゲート    
宿泊室

宿泊室宿泊室

宿泊室    
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ペースを上手に使ってルール作りをしてにぎわっていた。喫茶スペースの店主さんは、

他市からの移住とのことで、心地よく気に入ったとなりわいを楽しんでおられた。  

教室や階段など雰囲気は高校そのものだが、一つ一つに工夫がなされている。 

特に 1 階にある「市民の健康づくり」（株）ドリームゲート（入居事業者）では市民の

健康状態の見える化、個人ごとの運動メニュー作成、運動の習慣化、医師が運動を「処

方」する仕組みの構築に加えて、会費が医療費控除の対象になっていることにも驚いた。 

また、10㎡ 1 か月 1万円の小スペースは、起業したい方にとっては、ハードルも低くチ

ャレンジする方も多いと思った。 

体育館も試合前に練習に来る生徒さんやスポーツを楽しむ高齢者も多く賑わっており、

地下にはスケートボード・ストライダーが楽しめ、冬場はグランドゴルフ場に代わると

お聞きして、「小さなまち」と言われているのがよく分かった。極力「〇〇禁止」とい

うルールを設けないようにし、重視するのは、他の利用者と相互に配慮しあうことであ

る、といった運営ポリシーもうなずける。 

議長から、まだまだ未知数これからもいろいろと考えていきたいとご挨拶されたが、

広々とした校庭など、まだまだ小さなまちは夢を含んでいると感じた。 

 

【【【【第第第第３３３３日日日日】】】】    

福島県須賀川市役所（人口：71,555 人 面積：279.43 ㎢） 

≪視察項目≫≪視察項目≫≪視察項目≫≪視察項目≫    

消防団アプリについて 

    

≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫    

１１１１    開発に至った経緯開発に至った経緯開発に至った経緯開発に至った経緯        

 火災発生時の連絡体制 

① 消防本部からメールで団本部及び団幹部等に配信 

② 団幹部等が所属団員へ別途、個別に出動の可否確認 

※消防団活動の初動に遅れが生じる。 

※サラリーマン団員の増加により、管理班よりも水利状況に不慣れな応援班が先に到着

する場合もあり、消火放水に時間を要する場合もあった。 

この問題の解決に消防団員の 2 人が「消防団参集アプリ」の開発を思いついた。 

２２２２    開発までの経緯開発までの経緯開発までの経緯開発までの経緯    

    第 11分団志茂班 和田団員と第 7分団滑川班 斎藤団員（SE）の協力 

・平成 27 年 4 月 

国際情報工科自動車大学校（福島県郡山市）と共同開発 

・平成 27 年 12 月 

公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構主催コンテストで最優秀賞受賞 

・平成 30 年 3 月 

福島県より「ICT による地域防災アプリケーションの開発提供」をテーマに経営革新計

画の承認 

須賀川市

須賀川市須賀川市

須賀川市 

  

 議場

議場議場

議場        
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３３３３    須賀川市における導入経緯須賀川市における導入経緯須賀川市における導入経緯須賀川市における導入経緯    

・火災発生時、団員にダイレクトに情報伝達する手段及び、団員がいち早く最適な水利

に部署が可能になる手段を模索中だったこと 

・水利台帳のデジタル化を検討中だったこと（住宅地図にシールを張った位置図管理の

為、詳細な位置表示が困難・設置時期、修繕時期等の情報管理も必要） 

上記のアプリ開発状況を把握し、 

平成 30 年 7 月「消防団参集アプリ」の導入 

 

４４４４    経費経費経費経費    

 単年度契約 1 年ごとの更新。アカウントの数も関係してくる年間 200万円くらいだが

他県だと間に会社が入るので少々高くなる。 

 

５５５５    消防団参集アプリの機能概要消防団参集アプリの機能概要消防団参集アプリの機能概要消防団参集アプリの機能概要    

（１）火災発生時 

① 火災発生時のサイレン音 

スマートフォンから、緊急性が高いことを知らせるサイレン音とともに、火災

発生情報がポップアップ画面に表示される。 

② 火災発生場所の把握 

火災発生場所をアプリ上で確認でき、火災現場に向かう

際には、ナビゲーション機能を利用できる。 

③ 水利位置の把握 

アプリ上で消火栓等の水利位置を確認できることから、

最適な水利に到着する時間が短縮できる。 

④ 班内の情報共有化 

各団員の出動状況や到着時間を班内で共有できる。 

⑤ 車両部署位置の情報共有化 

消防車両の部署ごとの停車位置を確認できるため、後続車両も効率的に現場に

到着できる。 

各団員が屯所経由せずに直接現場に出動する場合であっても、自らが所属する

分団（班）に迅速に合流できる。 

（２）平常時 

⑥ 消防水利点検機能 

管内の消火栓等の情報（位置、種別、口径、点検状況等）を地図上で確認でき

る。消火栓等の点検活動を行った際に、点検記録や画像を登録することができ

る。 

⑦ その他 

チャット機能も備えており、団幹部からの各団員に対する指示事項も容易に伝

達できる。被服の更新申請ができるなど消防団活動を幅広くサポートしている。 
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（３）アプリ導入の効果 

火災時に団員がいち早く現場に到着。 

全団員が水利位置を確認できるため、管轄以外の水利も把握でき、出動時に大

変有効。 

消防署との情報共有（水利点検状況、火災時には消防団の部署位置） 

 

６６６６    導入時の検討課題導入時の検討課題導入時の検討課題導入時の検討課題    

   万が一アプリに不具合が起きた場合に備え、消防本部から団長～副団長にはメー

ル配信が行われている。しかし、それ以外の各班の部長～団員に対しては消防本

部からメール配信は行われていない。 

 

７７７７    今後検討している追加機能今後検討している追加機能今後検討している追加機能今後検討している追加機能    

〇防災メールシステム（アプリ画面上に現在発令されている気象警報等を表示） 

    

≪所≪所≪所≪所    感≫感≫感≫感≫    

アプリは業者が開発したものと思っていたが、現場に携わる消防団員の方が開発された

とは驚いた。 

さすがに団員ならではの現場での困りごとや、問題定義など詳細に考えらえていて感心

するばかりだった。 

団員の 90％以上がアプリを活用していて、火災の時だけに出動する「技能消防団員」43

名の中には 70歳を超える方もあるようだが、講習会などを行っているとのこと。 

また、模擬火災の画面を使って団員に触って覚えてもらえるように工夫もされている。

何よりもタップするだけの入力にしていることが、アプリを楽に使える要因にもなって

いると感じた。また、高齢の団員にアプリを使わなければならないとはおらず、デジタ

ルに慣れている人が使えばよい、という考えを持っていると仰った言葉は印象に残った。 

火災だけでなく、地震や豪雨などの災害にも便利に活用できるアプリのバージョンアッ

プを考えておられるようで、このような機能を持ったアプリが小野市でも検討できない

かとも思った。  

消防署との連携についてご説明があった。消防指令本部から出動した消防車等が、どの

消火栓等と接続するのかを消防団が確認できるのは、現場に行ってからとなり、異なる

水利へと移動することになるため、消防団参集アプリで共有できれば理想とのこと。 

全国にはこの「消防団参集アプリ」を導入されている消防団がたくさんあるとのことだ

が、きっとこの課題はどこも同じなのではないだろうか。 

いち早く消防本部と消防団のアプリ連携が取れれば、もっと働き方改革の一つになるの

ではとも思った。 

全国的に消防団員の数は年々減少傾向にあるが、消防団員自らが消防本部との連携改善

を図り、今後もアプリの活用方法を進化させ、消防団活動を充実させることにより、地

地域に貢献できたと胸を張って言えるような改革を進められている視察先に感謝した

い。 
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令和令和令和令和 7777 年年年年 8888 月月月月 20202020 日日日日    

    

    

    

    小野市議会議長小野市議会議長小野市議会議長小野市議会議長    平田平田平田平田真実真実真実真実    様様様様    

    

                                                                                                        総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会    

                                                                                                                        小林千津子小林千津子小林千津子小林千津子        

    

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

    

    先般、実施しました先般、実施しました先般、実施しました先般、実施しました    総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会による行政視察による行政視察による行政視察による行政視察結果について、結果について、結果について、結果について、    

下記のとおり報告いたします。下記のとおり報告いたします。下記のとおり報告いたします。下記のとおり報告いたします。    

    

記記記記    

    

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日        令和令和令和令和 7777 年年年年 8888 月月月月 5555 日（日（日（日（火火火火）～）～）～）～令和令和令和令和 7777 年年年年 8888 月月月月 7777 日（日（日（日（木木木木））））    

    

２２２２    視察メンバー視察メンバー視察メンバー視察メンバー    

            

        委員長委員長委員長委員長    川名善三川名善三川名善三川名善三        副委員長副委員長副委員長副委員長        山本山本山本山本麻貴麻貴麻貴麻貴子子子子    

委員委員委員委員        前田昌宏前田昌宏前田昌宏前田昌宏        平田平田平田平田真実真実真実真実        前田光教前田光教前田光教前田光教        高坂純子高坂純子高坂純子高坂純子    

        小林千津子小林千津子小林千津子小林千津子    河島信行河島信行河島信行河島信行                        

    

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

    

（１）（１）（１）（１） 岩手県花巻岩手県花巻岩手県花巻岩手県花巻市市市市（人口：（人口：（人口：（人口：約約約約 8888 万万万万 9999 千千千千人人人人        面積：面積：面積：面積：908908908908....39393939ｋ㎡）ｋ㎡）ｋ㎡）ｋ㎡）    

                保幼こ小連携の取組について保幼こ小連携の取組について保幼こ小連携の取組について保幼こ小連携の取組について        

                

（２）（２）（２）（２）山形県村山市山形県村山市山形県村山市山形県村山市        （人口：（人口：（人口：（人口：約約約約 21212121 万人、面積：万人、面積：万人、面積：万人、面積：196196196196....98989898Ｋ㎡）Ｋ㎡）Ｋ㎡）Ｋ㎡）））））    

                にぎわい創造活性化事業及にぎわい創造活性化事業及にぎわい創造活性化事業及にぎわい創造活性化事業及びびびび「「「「Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA」について」について」について」について    

    

（（（（3333））））福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市        （人口：（人口：（人口：（人口：約約約約 7777 万万万万 2222 千人、面積：千人、面積：千人、面積：千人、面積：279279279279....43434343Ｋ㎡）Ｋ㎡）Ｋ㎡）Ｋ㎡）    

                消防団参集アプリについて消防団参集アプリについて消防団参集アプリについて消防団参集アプリについて    
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3333    調査結果調査結果調査結果調査結果 

【【【【第第第第１１１１日日日日】】】】    8888 月月月月５日（火）５日（火）５日（火）５日（火）11114444 時～時～時～時～15151515 時時時時３０分３０分３０分３０分    

  

≪視察先≫≪視察先≫≪視察先≫≪視察先≫    岩手県花巻市役所岩手県花巻市役所岩手県花巻市役所岩手県花巻市役所    （花巻市花城町（花巻市花城町（花巻市花城町（花巻市花城町 9999----30303030））））    

    

≪≪≪≪視察項目視察項目視察項目視察項目≫≫≫≫ 

 保幼こ小連携の取組について保幼こ小連携の取組について保幼こ小連携の取組について保幼こ小連携の取組について    

 

≪視察≪視察≪視察≪視察目的目的目的目的≫≫≫≫ 

            幼児期後期から小学校期への連続性に注目して、カリキュラムにかかる幼児期後期から小学校期への連続性に注目して、カリキュラムにかかる幼児期後期から小学校期への連続性に注目して、カリキュラムにかかる幼児期後期から小学校期への連続性に注目して、カリキュラムにかかる    

            具体的な取組を共有し、資質、能力をつなぐ取組を実践することで保育、具体的な取組を共有し、資質、能力をつなぐ取組を実践することで保育、具体的な取組を共有し、資質、能力をつなぐ取組を実践することで保育、具体的な取組を共有し、資質、能力をつなぐ取組を実践することで保育、    

教育の質を向上させる取組について学ぶ、教育の質を向上させる取組について学ぶ、教育の質を向上させる取組について学ぶ、教育の質を向上させる取組について学ぶ、    

    

≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫    

                    ７年度重点目標７年度重点目標７年度重点目標７年度重点目標    

    1.1.1.1.教育目標と方針教育目標と方針教育目標と方針教育目標と方針    

    ・育成目標「元気な子・育成目標「元気な子・育成目標「元気な子・育成目標「元気な子どもどもどもども、「優しい子、「優しい子、「優しい子、「優しい子どもどもどもども」、「考える子」、「考える子」、「考える子」、「考える子どもどもどもども」自信をもって」自信をもって」自信をもって」自信をもって

行動する姿を養う行動する姿を養う行動する姿を養う行動する姿を養う    

    ・家庭・・家庭・・家庭・・家庭・園・学校が連携し園・学校が連携し園・学校が連携し園・学校が連携し 0000 歳からの健やかな成長を支援歳からの健やかな成長を支援歳からの健やかな成長を支援歳からの健やかな成長を支援    

        

2.2.2.2.保幼こ小連携の実践保幼こ小連携の実践保幼こ小連携の実践保幼こ小連携の実践    

    ・・・・架け橋期（５歳～小架け橋期（５歳～小架け橋期（５歳～小架け橋期（５歳～小 1111）を意識した教育課程の実践）を意識した教育課程の実践）を意識した教育課程の実践）を意識した教育課程の実践    

    ・教員・保育者の合同研修、相・教員・保育者の合同研修、相・教員・保育者の合同研修、相・教員・保育者の合同研修、相互互互互参参参参観観観観、、、、担当担当担当担当者会議の実施者会議の実施者会議の実施者会議の実施    

    ・・・・就就就就学前教育学前教育学前教育学前教育振興振興振興振興会議の会議の会議の会議の設置設置設置設置による共有と課による共有と課による共有と課による共有と課題題題題    

        

    3333、家庭教育支援、家庭教育支援、家庭教育支援、家庭教育支援        

・保・保・保・保護護護護者向け者向け者向け者向け情情情情報報報報提供提供提供提供、（、（、（、（パパパパンンンンフレットフレットフレットフレット、研修会、相、研修会、相、研修会、相、研修会、相談談談談会）会）会）会）    

    ・家庭の教育力向上を支援し、子・家庭の教育力向上を支援し、子・家庭の教育力向上を支援し、子・家庭の教育力向上を支援し、子どもどもどもどもの自の自の自の自立心立心立心立心を育を育を育を育むむむむ    

    

    4.4.4.4.地域地域地域地域との連携との連携との連携との連携    

    ・・・・地域地域地域地域行事や行事や行事や行事や伝統伝統伝統伝統文化への参文化への参文化への参文化への参加加加加をををを通じ通じ通じ通じた体た体た体た体験験験験活動の活動の活動の活動の充充充充実実実実    

    ・・・・中中中中高高高高生生生生の保育体の保育体の保育体の保育体験験験験受受受受けけけけ入れ入れ入れ入れによるによるによるによる次世代次世代次世代次世代育成育成育成育成    

    

    5.5.5.5.イイイインンンンクルクルクルクルーーーーシブシブシブシブ教育の教育の教育の教育の充充充充実実実実    

    ・・・・発達発達発達発達支援支援支援支援セセセセンンンンタタタターやーやーやーや専門機関専門機関専門機関専門機関との連携との連携との連携との連携    

    ・支援員の・支援員の・支援員の・支援員の配置配置配置配置、、、、巡回巡回巡回巡回相相相相談談談談、、、、就就就就学支援の実施学支援の実施学支援の実施学支援の実施    
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    制制制制度的度的度的度的背景背景背景背景    

    

・教育・教育・教育・教育基基基基本本本本法法法法、、、、こどもこどもこどもこども基基基基本本本本法法法法、幼児教育、幼児教育、幼児教育、幼児教育スタスタスタスターーーートトトトプランプランプランプラン等等等等、、、、国国国国の施の施の施の施策策策策と連動と連動と連動と連動    

・・・・花巻市「第３期教育花巻市「第３期教育花巻市「第３期教育花巻市「第３期教育振興基振興基振興基振興基本本本本計画計画計画計画」に」に」に」に基づく基づく基づく基づく体体体体系系系系的な施的な施的な施的な施策展開策展開策展開策展開    

    

    

≪所≪所≪所≪所    感感感感≫≫≫≫ 

    

    幼児期から小学校期への幼児期から小学校期への幼児期から小学校期への幼児期から小学校期への教育の連続性を教育の連続性を教育の連続性を教育の連続性を確確確確保し、保育・教育の向上を保し、保育・教育の向上を保し、保育・教育の向上を保し、保育・教育の向上を図図図図る取る取る取る取

組を学組を学組を学組を学ばばばばせてせてせてせて頂き頂き頂き頂きました。ました。ました。ました。    

    花巻市の重点目標花巻市の重点目標花巻市の重点目標花巻市の重点目標はははは、、、、元気な子元気な子元気な子元気な子どもどもどもども、やさしい、やさしい、やさしい、やさしい子子子子どもどもどもども、考える、考える、考える、考える子子子子どもどもどもどもの育成の育成の育成の育成

とおとおとおとお聞き聞き聞き聞きいたしましたいたしましたいたしましたいたしました。また。また。また。また、、、、子子子子どもどもどもどもがががが周囲周囲周囲周囲のののの環境環境環境環境にににに主主主主体的に体的に体的に体的に関関関関わりわりわりわり、、、、考え、考え、考え、考え、

工夫工夫工夫工夫しししし諦めず諦めず諦めず諦めずにやりにやりにやりにやり遂げ遂げ遂げ遂げることでることでることでることで達達達達成成成成感感感感をををを味味味味わいわいわいわい、、、、自信をもって行動する自信をもって行動する自信をもって行動する自信をもって行動する姿を姿を姿を姿を

育育育育むむむむ、、、、難難難難しいことしいことしいことしいことは周囲は周囲は周囲は周囲の人にの人にの人にの人に聞き聞き聞き聞きながらながらながらながら粘粘粘粘りりりり強く強く強く強く取り組取り組取り組取り組むむむむ姿、姿、姿、姿、「
「「

「自自自自立心立心立心立心」」」」を育を育を育を育

むむむむことことことこと、、、、    

就就就就学前と小学校教育の学前と小学校教育の学前と小学校教育の学前と小学校教育の円滑円滑円滑円滑なななな接接接接続の支点とし続の支点とし続の支点とし続の支点として考え、て考え、て考え、て考え、就就就就学前教育学前教育学前教育学前教育はははは子子子子どもどもどもどものののの今今今今

とととと未来未来未来未来をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐ営み営み営み営みですとですとですとですと話話話話さささされれれれました。ました。ました。ました。    

    特特特特にににに印象印象印象印象にににに残残残残っっっったのたのたのたのはははは５歳から小学校１年５歳から小学校１年５歳から小学校１年５歳から小学校１年生生生生までのまでのまでのまでの 2222 年年年年間間間間をををを接接接接続期と続期と続期と続期と捉捉捉捉え、え、え、え、

教育課程の連続性を意識したカリキュラムの教育課程の連続性を意識したカリキュラムの教育課程の連続性を意識したカリキュラムの教育課程の連続性を意識したカリキュラムの工夫工夫工夫工夫やややや、、、、保育者と小学校教員の合保育者と小学校教員の合保育者と小学校教員の合保育者と小学校教員の合

同研修、相同研修、相同研修、相同研修、相互互互互参参参参観観観観、、、、などなどなどなど現場レベル現場レベル現場レベル現場レベルでの具体的な連携がでの具体的な連携がでの具体的な連携がでの具体的な連携が丁寧丁寧丁寧丁寧に実践さに実践さに実践さに実践されれれれていまていまていまていま

した。した。した。した。    

    又又又又、、、、家庭教育の支援にも力を家庭教育の支援にも力を家庭教育の支援にも力を家庭教育の支援にも力を入れ入れ入れ入れており保ており保ており保ており保護護護護者への者への者への者への情情情情報報報報提供提供提供提供や相や相や相や相談談談談体体体体制制制制のののの充充充充

実、実、実、実、地域地域地域地域とのつながりをとのつながりをとのつながりをとのつながりを深め深め深め深める活動など、子育てをる活動など、子育てをる活動など、子育てをる活動など、子育てを孤立孤立孤立孤立させないさせないさせないさせない仕仕仕仕組組組組みみみみがががが随随随随所所所所

にににに見見見見らららられれれれました。ました。ました。ました。    

少少少少子化や子化や子化や子化や核核核核家家家家族族族族化化化化がががが進む中進む中進む中進む中で、こうした取組で、こうした取組で、こうした取組で、こうした取組はははは、子どもた、子どもた、子どもた、子どもたちちちちの健やかな成長の健やかな成長の健やかな成長の健やかな成長

を支えるたを支えるたを支えるたを支えるためめめめにますます重にますます重にますます重にますます重要要要要ででででああああるとるとるとると感じ感じ感じ感じました。ました。ました。ました。    

    保幼こ小保幼こ小保幼こ小保幼こ小それぞれそれぞれそれぞれそれぞれの先の先の先の先生生生生方が方が方が方が接接接接続期続期続期続期を、を、を、を、未来未来未来未来にににに育って育って育って育ってほほほほしい姿しい姿しい姿しい姿として共として共として共として共通通通通のののの

視点視点視点視点でででで、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれのののの立場立場立場立場でででで話話話話してしてしてして頂き頂き頂き頂きました。ました。ました。ました。    

    小野市においても川島小野市においても川島小野市においても川島小野市においても川島隆太隆太隆太隆太先先先先生生生生のののの脳科脳科脳科脳科学学学学理論理論理論理論による、おのによる、おのによる、おのによる、おの夢夢夢夢とととと希望希望希望希望の教育をの教育をの教育をの教育を

11116666か年教育でか年教育でか年教育でか年教育で行って行って行って行っており教育におり教育におり教育におり教育にはははは力をい力をい力をい力をいれれれれてててておらおらおらおられれれれます。ます。ます。ます。少少少少子化が子化が子化が子化が進む中進む中進む中進む中、こ、こ、こ、こ

れれれれからからからから教育教育教育教育現場現場現場現場ががががどのようにどのようにどのようにどのように変変変変わっていわっていわっていわっていくくくくのかのかのかのか気になるとこ気になるとこ気になるとこ気になるところろろろです。です。です。です。    
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【第【第【第【第 2222 日】日】日】日】    8888 月月月月 6666日（日（日（日（水水水水））））11113333 時時時時 15151515 分分分分～～～～15151515 時時時時    

 

≪視察先≫≪視察先≫≪視察先≫≪視察先≫    山形県村山市山形県村山市山形県村山市山形県村山市        （人口：約（人口：約（人口：約（人口：約 21212121 万人、面積：万人、面積：万人、面積：万人、面積：191919196666.98.98.98.98Ｋ㎡））Ｋ㎡））Ｋ㎡））Ｋ㎡））    

                

≪視察項目≫≪視察項目≫≪視察項目≫≪視察項目≫    

        にぎわい創造活性化事業及び「にぎわい創造活性化事業及び「にぎわい創造活性化事業及び「にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA」について」について」について」について    

≪視察≪視察≪視察≪視察目的目的目的目的≫≫≫≫    

    廃廃廃廃校となった県校となった県校となった県校となった県立立立立高校の施高校の施高校の施高校の施設設設設を市が取を市が取を市が取を市が取得得得得してリしてリしてリしてリノベノベノベノベーーーーショショショションを行いンを行いンを行いンを行いコミコミコミコミュュュュニニニニ

ティティティティ、、、、コワコワコワコワーキンーキンーキンーキンググググ、、、、オフィスオフィスオフィスオフィス、、、、ゲストハウスゲストハウスゲストハウスゲストハウス、、、、フフフフィィィィットネスットネスットネスットネス、子、子、子、子どもどもどもどものののの遊遊遊遊びびびび

場場場場、、、、スポスポスポスポーーーーツツツツなどのなどのなどのなどの機機機機能を有する「能を有する「能を有する「能を有する「多多多多様な様な様な様な利用利用利用利用者が集い、者が集い、者が集い、者が集い、賑賑賑賑わいの創わいの創わいの創わいの創出出出出とととと経済経済経済経済

効効効効果を果を果を果を生む拠生む拠生む拠生む拠点施点施点施点施設設設設」として」として」として」として再生再生再生再生させた先させた先させた先させた先進進進進的取組について的取組について的取組について的取組について    

    

≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫        

山形県村山市の「山形県村山市の「山形県村山市の「山形県村山市の「Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA」を視察し、ま」を視察し、ま」を視察し、ま」を視察し、まず強く印象ず強く印象ず強く印象ず強く印象にににに残残残残ったのったのったのったのはははは、か、か、か、か

つての学びつての学びつての学びつての学び舎舎舎舎の面の面の面の面影影影影をををを残残残残しつつ、しつつ、しつつ、しつつ、公公公公共と共と共と共と民間民間民間民間ががががひひひひとつとつとつとつ屋根屋根屋根屋根の下での下での下での下で呼吸呼吸呼吸呼吸しているしているしているしている

様子様子様子様子はははは、、、、単単単単なる施なる施なる施なる施設設設設活活活活用用用用をををを超超超超えたえたえたえた““““ままままちちちちのののの再構築再構築再構築再構築””””のののの象徴象徴象徴象徴のようのようのようのようにににに感じ感じ感じ感じらららられれれれまままま

す。す。す。す。村山市が村山市が村山市が村山市が旧旧旧旧県県県県立楯岡立楯岡立楯岡立楯岡高校の校高校の校高校の校高校の校舎舎舎舎をリをリをリをリノベノベノベノベーーーーショショショションし、ンし、ンし、ンし、公公公公共と共と共と共と民間民間民間民間が同が同が同が同居居居居すすすす

るるるる複複複複合合合合拠拠拠拠点として点として点として点として 2022202220222022 年に年に年に年に開設開設開設開設。日常。日常。日常。日常使使使使いのいのいのいのオオオオープンープンープンープンスペスペスペスペーーーーススススと、と、と、と、貸切可貸切可貸切可貸切可能な能な能な能な

事業・活動事業・活動事業・活動事業・活動スペスペスペスペーーーーススススをををを併設併設併設併設し、「小さなまし、「小さなまし、「小さなまし、「小さなまちちちち」を」を」を」をココココンンンンセセセセププププトトトトにににに多多多多様な人と事業様な人と事業様な人と事業様な人と事業

が育つが育つが育つが育つ仕仕仕仕組組組組みみみみを意を意を意を意図図図図的に的に的に的にデザイデザイデザイデザインしている。ンしている。ンしている。ンしている。    

基基基基本本本本情情情情報報報報    

項目項目項目項目    内容内容内容内容    

施施施施設設設設名名名名    村山市にぎわい創造活性化施村山市にぎわい創造活性化施村山市にぎわい創造活性化施村山市にぎわい創造活性化施設設設設    Link MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMALink MURAYAMA    

立地立地立地立地    山形県村山市（山形県村山市（山形県村山市（山形県村山市（旧旧旧旧・県・県・県・県立楯岡立楯岡立楯岡立楯岡高校校高校校高校校高校校舎舎舎舎））））    

開設開設開設開設    2022202220222022 年（年（年（年（R4R4R4R4））））    

ココココンンンンセセセセププププトトトト    「つながる、にぎわう」「小さなま「つながる、にぎわう」「小さなま「つながる、にぎわう」「小さなま「つながる、にぎわう」「小さなまちちちち」」」」    

主主主主体体体体    村山市村山市村山市村山市直営直営直営直営（（（（将来将来将来将来的に的に的に的に指定管理移指定管理移指定管理移指定管理移行も視野）行も視野）行も視野）行も視野）    

延床延床延床延床    約約約約 6,6,6,6,400400400400 ㎡（㎡（㎡（㎡（概数概数概数概数））））    

構構構構成成成成    
公公公公共共共共オオオオープンープンープンープンスペスペスペスペーーーース＋貸切スペス＋貸切スペス＋貸切スペス＋貸切スペーーーース＋入居区画ス＋入居区画ス＋入居区画ス＋入居区画（（（（民間民間民間民間 20202020 事業事業事業事業

者）者）者）者）    

開館開館開館開館    公公公公共共共共部部部部    9999::::00000000––––20202020::::00000000（第（第（第（第 2222水曜水曜水曜水曜・年・年・年・年末末末末年年年年始休館始休館始休館始休館））））／入居区画／入居区画／入居区画／入居区画    24242424        
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形成の形成の形成の形成の経緯経緯経緯経緯と意と意と意と意思決定思決定思決定思決定ププププロセスロセスロセスロセス    

• 2012012012016666年：年：年：年：    県県県県立楯岡立楯岡立楯岡立楯岡高校高校高校高校閉閉閉閉校（校（校（校（東桜東桜東桜東桜学学学学館館館館へへへへ統統統統合）合）合）合）    

• 2012012012016666––––11117777年：年：年：年：    利利利利活活活活用検討用検討用検討用検討市市市市民民民民会議：会議：会議：会議：    公募公募公募公募市市市市民民民民・・・・地地地地元元元元協協協協議会・市議会・県議会・市議会・県議会・市議会・県議会・市議会・県

担当等担当等担当等担当等で総合で総合で総合で総合検討検討検討検討（（（（5555回開催回開催回開催回開催））））    

• 2018201820182018 年：年：年：年：    利利利利活活活活用ワ用ワ用ワ用ワーキンーキンーキンーキングチグチグチグチーム：ーム：ーム：ーム：    入居希望入居希望入居希望入居希望者・者・者・者・一一一一般般般般利用希望利用希望利用希望利用希望者・有者・有者・有者・有

識者識者識者識者等等等等でででで機機機機能能能能配置配置配置配置を具体化（会議を具体化（会議を具体化（会議を具体化（会議 4444回＋回＋回＋回＋視察）視察）視察）視察）    

• 2019201920192019––––20202020 年：年：年：年：    基基基基本本本本構想策定構想策定構想策定構想策定→→→→改改改改修修修修設計設計設計設計、県と、県と、県と、県と協協協協議のうえ議のうえ議のうえ議のうえ公公公公の施の施の施の施設設設設としてとしてとしてとして

有有有有償譲渡償譲渡償譲渡償譲渡    

• 2020202020202020––––22222222 年：年：年：年：    不要不要不要不要施施施施設解設解設解設解体・体・体・体・改改改改修修修修工工工工事、学校の事、学校の事、学校の事、学校の古材古材古材古材をををを再再再再活活活活用用用用して記して記して記して記憶憶憶憶とととと

雰囲雰囲雰囲雰囲気を気を気を気を継承継承継承継承    

• 2022202220222022 年：年：年：年：    Link MURAYAMA Link MURAYAMA Link MURAYAMA Link MURAYAMA 開設開設開設開設    

    

オオオオープンープンープンープンスペスペスペスペーーーーススススのののの設計設計設計設計    

• 場場場場のののの開開開開放放放放：：：：    リリリリビビビビンンンンググググ、キ、キ、キ、キッッッッズズズズララララボボボボ、、、、屋屋屋屋内・内・内・内・屋屋屋屋外広外広外広外広場場場場を常時を常時を常時を常時開開開開放放放放し「し「し「し「ふふふふらららら

っとっとっとっと使使使使える」日常性をえる」日常性をえる」日常性をえる」日常性を担担担担保。保。保。保。    

• 貸切貸切貸切貸切抑抑抑抑制制制制：：：：    オオオオープンープンープンープンスペスペスペスペーーーースはあスはあスはあスはあえてえてえてえて貸切貸切貸切貸切しにしにしにしにくくくくくくくくし、活気とし、活気とし、活気とし、活気と偶偶偶偶発発発発的的的的出出出出

会いを優先。会いを優先。会いを優先。会いを優先。    

• 相相相相互配互配互配互配慮慮慮慮：：：：    「「「「○○○○○○○○禁止禁止禁止禁止」を」を」を」を極極極極力力力力避避避避け、け、け、け、利用利用利用利用者同者同者同者同士士士士のののの配配配配慮慮慮慮を重視。を重視。を重視。を重視。    

公公公公益益益益活動の後活動の後活動の後活動の後押押押押しししし    

• 使用使用使用使用料免除料免除料免除料免除（年（年（年（年数回数回数回数回）：）：）：）：    

1.1.1.1. 公公公公益益益益性：性：性：性：    広広広広く公く公く公く公共の共の共の共の利利利利益益益益に資することに資することに資することに資すること    

2.2.2.2. 非非非非営利営利営利営利：：：：    収益収益収益収益を目的としないことを目的としないことを目的としないことを目的としないこと    

3.3.3.3. 集集集集客客客客性：性：性：性：    広広広広くくくく参参参参加加加加をををを募募募募ることることることること    

4.4.4.4. 頻頻頻頻度：度：度：度：    年年年年数回数回数回数回までまでまでまで    

• 免除免除免除免除事事事事例例例例：：：：    子ども子ども子ども子ども服服服服・・・・制制制制服交換服交換服交換服交換会、会、会、会、食食食食育・教育育・教育育・教育育・教育映映映映画画画画の自の自の自の自主主主主上上上上映映映映、、、、女女女女性性性性農農農農

業者業者業者業者講演講演講演講演会、会、会、会、障障障障がい児保がい児保がい児保がい児保護護護護者会の者会の者会の者会の講演講演講演講演会、幼児体会、幼児体会、幼児体会、幼児体操操操操教教教教室室室室（（（（→→→→ののののちちちちにににに定定定定例例例例・・・・

営利営利営利営利化へ化へ化へ化へ発展発展発展発展））））    
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民間民間民間民間事業との共事業との共事業との共事業との共存存存存    

• 入居入居入居入居・会議・会議・会議・会議室室室室：：：：    営利営利営利営利・・・・非非非非営利営利営利営利をををを問問問問わわわわずずずず同同同同条件条件条件条件でででで利用利用利用利用許許許許可可可可、、、、官官官官民民民民連携の連携の連携の連携の公公公公

益益益益事業も積事業も積事業も積事業も積極極極極支援。支援。支援。支援。    

• 入居入居入居入居手続：手続：手続：手続：    公募公募公募公募→→→→審審審審査会で査会で査会で査会で順位付順位付順位付順位付け。け。け。け。契契契契約・保約・保約・保約・保険険険険はははは市市市市宅建宅建宅建宅建協協協協会が支援。会が支援。会が支援。会が支援。    

• 予予予予約約約約管理管理管理管理：：：：    書書書書面・面・面・面・電電電電話話話話・・・・オオオオンランランランライイイイン（ン（ン（ン（民間民間民間民間ササササーーーービビビビスススス「「「「レレレレゼゼゼゼルルルルバ」）にバ」）にバ」）にバ」）に対対対対

応応応応。。。。    

• スタッフスタッフスタッフスタッフ体体体体制制制制：：：：    専専専専任任任任 7777名名名名＋＋＋＋αααα。。。。    

財財財財政・政・政・政・デザイデザイデザイデザインンンン    

• 土土土土地地地地建物建物建物建物：：：：    県から有県から有県から有県から有償譲渡償譲渡償譲渡償譲渡。。。。    

• 整備費整備費整備費整備費：：：：    総総総総額額額額約約約約 9999～～～～10101010億億億億円円円円。。。。地地地地方創方創方創方創生生生生推推推推進進進進交付金交付金交付金交付金、、、、空空空空きききき家家家家対対対対策策策策総合支援、総合支援、総合支援、総合支援、

都都都都市市市市構構構構造造造造再再再再編編編編集集集集中中中中支援などを活支援などを活支援などを活支援などを活用用用用。。。。    

• 運運運運営営営営費費費費：：：：    年年年年間間間間約約約約 5555,,,,000000000000 万万万万円円円円。う。う。う。うち使用ち使用ち使用ち使用料収料収料収料収入入入入約約約約 1111,,,,500500500500 万万万万円円円円（約（約（約（約 3333割割割割）で）で）で）で

補填補填補填補填。。。。    

• デザイデザイデザイデザイン：ン：ン：ン：    学校学校学校学校古材古材古材古材ををををササササイイイイン・ン・ン・ン・什器什器什器什器等等等等にににに再利用再利用再利用再利用、、、、統一統一統一統一的な意的な意的な意的な意匠匠匠匠ででででブブブブランランランラン

ドドドド化。化。化。化。    

テテテテナナナナンンンント募ト募ト募ト募集と集と集と集と賑賑賑賑わいわいわいわい    

• 公募区画公募区画公募区画公募区画：：：：    A20A20A20A206666––––A208A208A208A208（約（約（約（約 10101010 ㎡㎡㎡㎡／／／／月月月月 1111 万万万万円円円円）、）、）、）、A103A103A103A103（約（約（約（約 38383838 ㎡㎡㎡㎡／／／／月月月月 3.53.53.53.5

万万万万円円円円））））    

• 応応応応募募募募状況状況状況状況：：：：    6666者・者・者・者・7777者の者の者の者の応応応応募募募募。。。。    

• 選選選選定定定定例例例例：：：：    ネイルネイルネイルネイルササササロロロロン（ン（ン（ン（独独独独立開立開立開立開業）、ア業）、ア業）、ア業）、アクセクセクセクセササササリーリーリーリー製作製作製作製作（（（（新規新規新規新規拠拠拠拠点）、点）、点）、点）、

書道書道書道書道教教教教室室室室（（（（新規新規新規新規開開開開業）業）業）業）    

連携による成果連携による成果連携による成果連携による成果    

• 観観観観光・光・光・光・滞在滞在滞在滞在：：：：    次次次次郎吉商店郎吉商店郎吉商店郎吉商店（（（（ゲストハウスゲストハウスゲストハウスゲストハウス・・・・食堂食堂食堂食堂・・・・農農農農家連携）で家連携）で家連携）で家連携）で周遊周遊周遊周遊・長・長・長・長

期期期期滞在滞在滞在滞在をををを促促促促進進進進、、、、飲食店飲食店飲食店飲食店へのへのへのへの波波波波及及及及効効効効果。果。果。果。    

• 健健健健康康康康づくづくづくづくり：り：り：り：    ドドドドリームリームリームリームゲゲゲゲーーーートトトト社社社社をををを中核中核中核中核に、に、に、に、タニタタニタタニタタニタヘヘヘヘルスルスルスルスリンリンリンリンクククク、、、、テクノテクノテクノテクノ

ジジジジム、ム、ム、ム、医師医師医師医師会と会と会と会と 2019201920192019 年年年年 9999 月に月に月に月に協定協定協定協定。健。健。健。健康康康康のののの可可可可視化、視化、視化、視化、個別運個別運個別運個別運動メ動メ動メ動メニニニニュー、ュー、ュー、ュー、

運運運運動動動動処処処処方の方の方の方の仕仕仕仕組組組組みみみみをををを構築構築構築構築。。。。地地地地元元元元雇雇雇雇用用用用も創も創も創も創出出出出。。。。    

• デデデデジジジジタルタルタルタル販路販路販路販路：：：：    ロロロローカーカーカーカルルルルプラプラプラプライイイイド社ド社ド社ド社ががががふふふふるさとるさとるさとるさと納税納税納税納税業務業務業務業務受受受受託託託託（（（（2019201920192019 年年年年開開開開

始始始始）。）。）。）。2018201820182018 年度年度年度年度寄付寄付寄付寄付 4444億億億億円円円円→→→→2023202320232023 年度年度年度年度 22222222億億億億円円円円へへへへ大幅増大幅増大幅増大幅増    
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1. 1. 1. 1. 空空空空間そ間そ間そ間そのものがのものがのものがのものが交流交流交流交流をををを生む生む生む生む    

リリリリビビビビンンンンググググやややや屋屋屋屋内内内内広広広広場は場は場は場は、、、、誰誰誰誰でもでもでもでもふふふふらりとらりとらりとらりと立ち立ち立ち立ち寄寄寄寄れれれれるるるる開開開開放放放放的な的な的な的な場場場場。。。。そそそそこでこでこでこではははは偶偶偶偶発発発発

的な的な的な的な出出出出会いが自会いが自会いが自会いが自然然然然にににに生生生生ままままれれれれ、、、、利用利用利用利用者同者同者同者同士士士士の会の会の会の会話話話話やややや新新新新しいしいしいしい関関関関係係係係性が性が性が性が芽吹芽吹芽吹芽吹いていまいていまいていまいていま

した。した。した。した。運運運運営ポ営ポ営ポ営ポリリリリシシシシーとして「ーとして「ーとして「ーとして「禁止禁止禁止禁止事項を事項を事項を事項を極極極極力力力力設設設設けない」という方針が、けない」という方針が、けない」という方針が、けない」という方針が、場場場場の自の自の自の自

由由由由さとさとさとさと居心地居心地居心地居心地のののの良良良良さを支えているとさを支えているとさを支えているとさを支えていると感じ感じ感じ感じます。ます。ます。ます。    

2. 2. 2. 2. 公公公公益益益益とととと営利営利営利営利の共の共の共の共存存存存    

営利営利営利営利だだだだからからからから排除排除排除排除、、、、非非非非営利営利営利営利だだだだから優から優から優から優遇遇遇遇というというというという単単単単純な純な純な純な線引線引線引線引ききききででででははははななななくくくく、相、相、相、相互互互互にとっにとっにとっにとっ

てのメリてのメリてのメリてのメリットットットットをををを生む仕生む仕生む仕生む仕掛掛掛掛けがけがけがけが各各各各所に所に所に所にあああありました。りました。りました。りました。ふふふふるさとるさとるさとるさと納税納税納税納税や健や健や健や健康康康康づくづくづくづくりなりなりなりな

ど、ど、ど、ど、官官官官民民民民連携プ連携プ連携プ連携プロロロロジェジェジェジェクトクトクトクトがががが地域経済地域経済地域経済地域経済と市と市と市と市民民民民ササササーーーービビビビススススのののの両両両両面を面を面を面を押押押押し上し上し上し上げげげげているているているている

点点点点は特は特は特は特に学びがに学びがに学びがに学びが多多多多いいいい部部部部分です。分です。分です。分です。    

3. 3. 3. 3. 合意形成のプ合意形成のプ合意形成のプ合意形成のプロセスロセスロセスロセス    

市市市市民民民民会議会議会議会議→→→→ワワワワーキンーキンーキンーキングチグチグチグチームームームーム→→→→基基基基本本本本構想構想構想構想という三という三という三という三段階段階段階段階のプのプのプのプロセスロセスロセスロセスをををを経経経経て、「て、「て、「て、「使使使使

い手」がい手」がい手」がい手」が初初初初期から期から期から期から関関関関わるわるわるわる設計設計設計設計が行わが行わが行わが行われれれれていました。こていました。こていました。こていました。これれれれにより、により、により、により、机机机机上の上の上の上の計画計画計画計画でででで

ははははななななく現く現く現く現実に実に実に実に沿沿沿沿ったったったった活活活活用用用用がががが可可可可能になっていると能になっていると能になっていると能になっていると感じ感じ感じ感じます。ます。ます。ます。    

• 遊休遊休遊休遊休施施施施設設設設のののの利利利利活活活活用用用用でででではははは、日常的な、日常的な、日常的な、日常的な開開開開放空放空放空放空間間間間とととと収益収益収益収益区画区画区画区画をををを併併併併存存存存させるさせるさせるさせる設計設計設計設計

が有が有が有が有効効効効。。。。    

• 開開開開放放放放度を度を度を度を維持維持維持維持するたするたするたするためめめめ、、、、禁止禁止禁止禁止よりも「よりも「よりも「よりも「配配配配慮慮慮慮と共と共と共と共存存存存」の」の」の」のルルルルーーーールづくルづくルづくルづくりを。りを。りを。りを。    

• 公公公公益益益益性の高い活動への性の高い活動への性の高い活動への性の高い活動への使用使用使用使用料免除料免除料免除料免除はははは、、、、地域地域地域地域活動の活動の活動の活動の裾裾裾裾野を野を野を野を広広広広げげげげるるるる可可可可能性が能性が能性が能性が

あああある。る。る。る。    

• 入居入居入居入居者や者や者や者や利用希望利用希望利用希望利用希望者の者の者の者の声声声声をををを初初初初期から組期から組期から組期から組みみみみ込込込込みみみみ、長期的な施、長期的な施、長期的な施、長期的な施設設設設のののの持持持持続性を続性を続性を続性を

高高高高めめめめる。る。る。る。    

• 遊休遊休遊休遊休施施施施設設設設のののの利利利利活活活活用用用用でででではははは、日常的な、日常的な、日常的な、日常的な開開開開放空放空放空放空間間間間とととと収益収益収益収益区画区画区画区画をををを併併併併存存存存させるさせるさせるさせる設計設計設計設計

が有が有が有が有効効効効。。。。    

• 開開開開放放放放度を度を度を度を維持維持維持維持するたするたするたするためめめめ、、、、禁止禁止禁止禁止よりも「よりも「よりも「よりも「配配配配慮慮慮慮と共と共と共と共存存存存」の」の」の」のルルルルーーーールづくルづくルづくルづくり。り。り。り。    

• 公公公公益益益益性の高い活動への性の高い活動への性の高い活動への性の高い活動への使用使用使用使用料免除料免除料免除料免除はははは、、、、地域地域地域地域活動の活動の活動の活動の裾裾裾裾野を野を野を野を広広広広げげげげるるるる可可可可能性が能性が能性が能性が

あああある。る。る。る。    

• 入居入居入居入居者や者や者や者や利用希望利用希望利用希望利用希望者の者の者の者の声声声声をををを初初初初期から組期から組期から組期から組みみみみ込込込込みみみみ、長期的な施、長期的な施、長期的な施、長期的な施設設設設のののの持持持持続性を続性を続性を続性を

高高高高めめめめる。る。る。る。    
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≪所≪所≪所≪所    感感感感≫≫≫≫ 

少少少少子高子高子高子高齢齢齢齢化が化が化が化が進む中進む中進む中進む中、高校の、高校の、高校の、高校の廃廃廃廃校を校を校を校を利用利用利用利用して「小さな町」にして「小さな町」にして「小さな町」にして「小さな町」に再生再生再生再生、、、、とてもとてもとてもとても    

優しい優しい優しい優しい空空空空気気気気感感感感でした。でした。でした。でした。        

    中中中中庭に庭に庭に庭にはははは家庭からもって家庭からもって家庭からもって家庭からもって来来来来らららられれれれたのでしたのでしたのでしたのでしょょょょうかうかうかうか、、、、小さなプー小さなプー小さなプー小さなプールルルルのなかで子のなかで子のなかで子のなかで子

どもたどもたどもたどもたちちちちがががが水水水水鉄砲鉄砲鉄砲鉄砲でででで遊遊遊遊んんんんでいる光でいる光でいる光でいる光景景景景ががががあああありました。りました。りました。りました。    

リリリリビビビビンンンンググググやややや屋屋屋屋内内内内広広広広場は場は場は場は子子子子どもどもどもどもやややや大大大大人が人が人が人が思思思思いいいい思思思思いに会いに会いに会いに会話話話話をををを楽楽楽楽ししししんんんんでおらでおらでおらでおられれれれます。ます。ます。ます。    

運運運運営ポ営ポ営ポ営ポリリリリシシシシーとして「ーとして「ーとして「ーとして「禁止禁止禁止禁止事項を事項を事項を事項を極極極極力力力力設設設設けない」という方針がけない」という方針がけない」という方針がけない」という方針が場場場場の自の自の自の自由由由由さとさとさとさと

居心地居心地居心地居心地のよさを支えているようでした。のよさを支えているようでした。のよさを支えているようでした。のよさを支えているようでした。    

誰誰誰誰でもでもでもでもふふふふらりとらりとらりとらりと立ち立ち立ち立ち寄寄寄寄れれれれるるるる開開開開放放放放的な的な的な的な場場場場、、、、利用利用利用利用者同者同者同者同士士士士の会の会の会の会話話話話やややや偶偶偶偶発発発発的な的な的な的な出出出出会会会会

いがいがいがいが生生生生ままままれれれれるようです。るようです。るようです。るようです。    

    年年年年間利用間利用間利用間利用者者者者 7777万人万人万人万人とととと幅幅幅幅広広広広い方がい方がい方がい方が利用利用利用利用さささされれれれている。ている。ている。ている。    

小野市に小野市に小野市に小野市にはははは各各各各地区地区地区地区ににににコミコミコミコミュュュュニティニティニティニティーーーーセセセセンンンンタタタターがーがーがーがあああありますりますりますりますが、が、が、が、民間民間民間民間にににに運運運運営営営営をををを委委委委

ねねねねるとこるとこるとこるとこんんんんな形になるのかなと考えてな形になるのかなと考えてな形になるのかなと考えてな形になるのかなと考えて見見見見せてせてせてせて頂き頂き頂き頂きました。ました。ました。ました。    
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【第【第【第【第 3333 日】日】日】日】    8888 月月月月 7777日（日（日（日（木木木木））））9999 時時時時 30303030 分分分分～～～～11111111 時時時時    

    

≪視察先≫≪視察先≫≪視察先≫≪視察先≫    福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市福島県須賀川市        （人口：約（人口：約（人口：約（人口：約 7777万万万万 1111 千人、面積：千人、面積：千人、面積：千人、面積：222277779.439.439.439.43kkkk ㎡）㎡）㎡）㎡）    

                    

≪視察項目≫≪視察項目≫≪視察項目≫≪視察項目≫    

        消防団参集アプリについて消防団参集アプリについて消防団参集アプリについて消防団参集アプリについて    

    

≪視察≪視察≪視察≪視察目的目的目的目的≫≫≫≫    

                        消防団に消防団に消防団に消防団に求求求求めめめめらららられれれれる役る役る役る役割割割割がががが多多多多様化する様化する様化する様化する中中中中で、で、で、で、住住住住民民民民のののの安全安全安全安全ははははもとより前もとより前もとより前もとより前線線線線で活動で活動で活動で活動

する消防団員する消防団員する消防団員する消防団員のののの安全安全安全安全をををを確確確確保するた保するた保するた保するためめめめ、、、、災害災害災害災害情情情情報の報の報の報の迅速迅速迅速迅速なななな発発発発信が信が信が信が可可可可能となる能となる能となる能となる ICTICTICTICT

を活を活を活を活用用用用した消防団活動について先した消防団活動について先した消防団活動について先した消防団活動について先進進進進事事事事例例例例を学ぶ。を学ぶ。を学ぶ。を学ぶ。    

    

≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫≪視察内容≫    

1. 1. 1. 1. 開発開発開発開発にににに至至至至ったったったった経緯経緯経緯経緯    

現場現場現場現場の課の課の課の課題題題題からからからから生生生生ままままれれれれたたたた解決策解決策解決策解決策でででであああある点です。る点です。る点です。る点です。開発開発開発開発者の和田者の和田者の和田者の和田氏氏氏氏とととと斎藤氏斎藤氏斎藤氏斎藤氏が、が、が、が、そそそそ

れぞれれぞれれぞれれぞれ消防団員としての消防団員としての消防団員としての消防団員としての経験経験経験経験から「から「から「から「初初初初動の動の動の動の遅遅遅遅れれれれ」や「」や「」や「」や「水利水利水利水利へのへのへのへの不不不不慣慣慣慣れれれれ」という」という」という」という

具体的な具体的な具体的な具体的な問問問問題題題題意識を意識を意識を意識を持持持持っていた。っていた。っていた。っていた。    

課課課課題題題題のののの明明明明確確確確化化化化::::    

o 連連連連絡絡絡絡体体体体制制制制のののの非非非非効効効効率率率率性性性性::::    従従従従来来来来の「消防の「消防の「消防の「消防署署署署→→→→団団団団幹幹幹幹部部部部→→→→団員」という団員」という団員」という団員」という伝伝伝伝

言言言言ゲゲゲゲームのような連ームのような連ームのような連ームのような連絡絡絡絡体体体体制は制は制は制は、、、、情情情情報報報報伝達伝達伝達伝達に時に時に時に時間間間間がかかり、がかかり、がかかり、がかかり、迅速迅速迅速迅速なななな

出出出出動を動を動を動を妨妨妨妨げげげげていた。ていた。ていた。ていた。    

o ササササラリーラリーラリーラリーママママン団員のン団員のン団員のン団員の増増増増加加加加::::    勤勤勤勤務務務務場場場場所が所が所が所が管管管管轄外轄外轄外轄外になることがになることがになることがになることが増増増増え、え、え、え、

現場現場現場現場にににに直直直直行しても行しても行しても行しても不不不不慣慣慣慣れれれれなななな場場場場所で所で所で所で水利水利水利水利をををを見見見見つけらつけらつけらつけられずれずれずれず、さらに時、さらに時、さらに時、さらに時

間間間間がかかるというがかかるというがかかるというがかかるという新新新新たな課たな課たな課たな課題題題題がががが発生発生発生発生していしていしていしていたたたた    

解決策解決策解決策解決策へのアプへのアプへのアプへのアプロロロローーーーチチチチ::::    このような課このような課このような課このような課題題題題をををを放放放放置置置置せせせせずずずず、「な、「な、「な、「なんんんんとかとかとかとか解決解決解決解決でででで

ききききないか」というないか」というないか」というないか」という現場現場現場現場のののの強強強強いいいい思思思思いが、いが、いが、いが、ITITITIT 技術技術技術技術にににに精精精精通通通通したしたしたした知知知知人との共同人との共同人との共同人との共同開開開開

発発発発につながった。につながった。につながった。につながった。単単単単に「に「に「に「新新新新しいしいしいしいシステシステシステシステムをムをムをムを導導導導入入入入しよう」という上しよう」という上しよう」という上しよう」という上層層層層部部部部かかかか

らのらのらのらの指指指指示示示示ででででははははななななくくくく、、、、ボボボボトトトトムアムアムアムアッッッップでプでプでプで生生生生ままままれれれれたアたアたアたアイデイデイデイデアでアでアでアであああある点が、アプる点が、アプる点が、アプる点が、アプ

リのリのリのリの利利利利便便便便性と実性と実性と実性と実用用用用性を高性を高性を高性を高めめめめている。ている。ている。ている。    
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2. 2. 2. 2. 消防団参集アプリの消防団参集アプリの消防団参集アプリの消防団参集アプリの機機機機能能能能概要概要概要概要    

このアプリこのアプリこのアプリこのアプリはははは、、、、単単単単に火に火に火に火災災災災発生発生発生発生をををを知知知知らせるらせるらせるらせるだだだだけでなけでなけでなけでなくくくく、「、「、「、「出出出出動前」「動前」「動前」「動前」「出出出出動動動動中中中中」「平」「平」「平」「平

常時」という消防団活動の常時」という消防団活動の常時」という消防団活動の常時」という消防団活動のああああららららゆゆゆゆるるるるフフフフェェェェーーーーズズズズをををを包括包括包括包括的に的に的に的にササササポポポポーーーートトトトするするするする機機機機能を能を能を能を持持持持

っています。っています。っています。っています。    

• 火火火火災災災災発生発生発生発生時時時時::::    

o 迅速迅速迅速迅速なななな情情情情報報報報伝達伝達伝達伝達::::    ササササイレイレイレイレンンンン音音音音ととととポッポッポッポップアプアプアプアッッッッププププ画画画画面で面で面で面で緊急緊急緊急緊急性を性を性を性を周周周周知知知知

し、火し、火し、火し、火災災災災発生場発生場発生場発生場所を所を所を所を地図地図地図地図上で上で上で上で瞬瞬瞬瞬時に時に時に時に把握把握把握把握ででででききききます。ます。ます。ます。    

o 現場現場現場現場へのへのへのへのススススムームームームーズズズズなななな到着到着到着到着::::    ナビナビナビナビゲゲゲゲーーーーショショショションンンン機機機機能や能や能や能や水利水利水利水利位位位位置置置置のののの表示表示表示表示

はははは、、、、現場不現場不現場不現場不慣慣慣慣れれれれな団員でもな団員でもな団員でもな団員でも迷迷迷迷うことなうことなうことなうことなくくくく、、、、最適最適最適最適なななな場場場場所に所に所に所に到着到着到着到着するするするする

手手手手助助助助けをします。けをします。けをします。けをします。特特特特に、後続に、後続に、後続に、後続車両車両車両車両のたのたのたのためめめめに「に「に「に「車両車両車両車両部部部部署位署位署位署位置置置置のののの情情情情報報報報

共有」がで共有」がで共有」がで共有」ができきききる点る点る点る点はははは、、、、現場現場現場現場のののの混乱混乱混乱混乱をををを最最最最小小小小限限限限にににに抑抑抑抑え、連携プえ、連携プえ、連携プえ、連携プレレレレーをーをーをーを

円滑円滑円滑円滑にする上でにする上でにする上でにする上で非非非非常に常に常に常に効効効効果的です。果的です。果的です。果的です。    

• 平常時平常時平常時平常時::::    

o 業務の業務の業務の業務のデデデデジジジジタルタルタルタル化化化化::::    水利水利水利水利点点点点検機検機検機検機能能能能はははは、、、、紙紙紙紙ベベベベーーーーススススでででで管理管理管理管理していたしていたしていたしていた台台台台

帳帳帳帳ををををデデデデジジジジタルタルタルタル化する化する化する化するだだだだけでなけでなけでなけでなくくくく、点、点、点、点検検検検記記記記録録録録やややや画画画画像像像像をををを登録登録登録登録・共有す・共有す・共有す・共有す

ることで、ることで、ることで、ることで、不不不不具合具合具合具合箇箇箇箇所の所の所の所の情情情情報共有をリア報共有をリア報共有をリア報共有をリアルタイルタイルタイルタイムで行うことがでムで行うことがでムで行うことがでムで行うことがで

ききききます。こます。こます。こます。これれれれにより、消火活動のにより、消火活動のにより、消火活動のにより、消火活動の際際際際にににに使使使使えないえないえないえない水利水利水利水利をををを避避避避けるといけるといけるといけるとい

う、実う、実う、実う、実戦戦戦戦的なメリ的なメリ的なメリ的なメリットットットットがががが生生生生ままままれれれれます。ます。ます。ます。    

o コミコミコミコミュュュュニニニニケケケケーーーーショショショションの活性化ンの活性化ンの活性化ンの活性化::::    アプリ内のアプリ内のアプリ内のアプリ内のチチチチャャャャット機ット機ット機ット機能や、能や、能や、能や、被服被服被服被服

のののの更新申請更新申請更新申請更新申請機機機機能、能、能、能、幹幹幹幹部部部部会議資会議資会議資会議資料料料料のののの閲覧閲覧閲覧閲覧機機機機能能能能はははは、日、日、日、日々々々々の事務の事務の事務の事務作作作作業や業や業や業や

情情情情報共有を報共有を報共有を報共有を効効効効率率率率化し、消防団活動への参化し、消防団活動への参化し、消防団活動への参化し、消防団活動への参加加加加意識を高意識を高意識を高意識を高めめめめることにもることにもることにもることにも

つながります。つながります。つながります。つながります。    

3. 3. 3. 3. 導導導導入入入入時の時の時の時の検討検討検討検討課課課課題題題題：：：：現現現現実的な実的な実的な実的な運運運運用用用用    

• 全全全全団員への団員への団員への団員への通通通通知問知問知問知問題題題題::::    全全全全ての火ての火ての火ての火災災災災情情情情報を報を報を報を全全全全団員に団員に団員に団員に通通通通知知知知すると、団員のすると、団員のすると、団員のすると、団員の負負負負

担担担担がががが増増増増え、え、え、え、疲弊疲弊疲弊疲弊につながるというにつながるというにつながるというにつながるという現現現現実的な実的な実的な実的な問問問問題題題題意識が意識が意識が意識が読読読読みみみみ取取取取れれれれます。ます。ます。ます。    

• 解決策解決策解決策解決策::::    役役役役職職職職やややや管管管管轄轄轄轄地域地域地域地域にににに応応応応じじじじてててて通通通通知範知範知範知範囲囲囲囲をををを限限限限定定定定するするするする、、、、「「「「階層階層階層階層的な的な的な的な情情情情報報報報

伝達システ伝達システ伝達システ伝達システムムムム」」」」をををを構築構築構築構築した点した点した点した点はははは、実、実、実、実際際際際のののの運運運運用用用用を考を考を考を考慮慮慮慮したしたしたした非非非非常に常に常に常に賢明賢明賢明賢明なななな判判判判

断断断断です。こです。こです。こです。これれれれにより、により、により、により、必必必必要要要要なななな情情情情報が報が報が報が必必必必要要要要な人にな人にな人にな人に届届届届くくくくようになり、団員のようになり、団員のようになり、団員のようになり、団員の

負負負負担担担担軽減軽減軽減軽減とととと出出出出動動動動率率率率のバランのバランのバランのバランススススが取が取が取が取れれれれています。また、アプリのています。また、アプリのています。また、アプリのています。また、アプリの不不不不具合に具合に具合に具合に

備備備備えてメーえてメーえてメーえてメール配ル配ル配ル配信も信も信も信も継継継継続するという「続するという「続するという「続するという「二二二二重の重の重の重の備備備備え」も、え」も、え」も、え」も、災害対応災害対応災害対応災害対応におけにおけにおけにおけ

るるるる危危危危機管理機管理機管理機管理意識の高さを意識の高さを意識の高さを意識の高さを示示示示しています。しています。しています。しています。    

4. 4. 4. 4. 今今今今後後後後検討検討検討検討しているしているしているしている追追追追加機加機加機加機能能能能    
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最最最最後に、後に、後に、後に、今今今今後後後後追追追追加加加加をををを検討検討検討検討しているしているしているしている機機機機能のリ能のリ能のリ能のリストはストはストはストは、このアプリが、このアプリが、このアプリが、このアプリが完完完完成成成成品品品品ででででははははなななな

くくくく、、、、現場現場現場現場のののの声声声声を取りを取りを取りを取り入れ入れ入れ入れながら常にながら常にながら常にながら常に進進進進化し続ける化し続ける化し続ける化し続けるシステシステシステシステムでムでムでムでああああることることることること。。。。    

• 利利利利便便便便性の向上性の向上性の向上性の向上::::    屯屯屯屯所所所所位位位位置置置置やややや応応応応援事業所の援事業所の援事業所の援事業所の表示表示表示表示、団員、団員、団員、団員証証証証のののの電電電電子化子化子化子化はははは、団員、団員、団員、団員

の日常的なの日常的なの日常的なの日常的な利利利利便便便便性を高性を高性を高性を高めめめめます。ます。ます。ます。    

• 災害対応災害対応災害対応災害対応のののの強強強強化化化化::::    ハザハザハザハザーーーードマドマドマドマッッッップや、プや、プや、プや、災害災害災害災害時の時の時の時の写写写写真共有真共有真共有真共有機機機機能能能能はははは、より、より、より、より広広広広

範範範範なななな災害対応災害対応災害対応災害対応を視野にを視野にを視野にを視野に入れ入れ入れ入れたたたた拡張拡張拡張拡張機機機機能です。能です。能です。能です。    

• 事務事務事務事務作作作作業の業の業の業の抜抜抜抜本的本的本的本的改改改改善善善善、、、、特特特特に「に「に「に「出出出出動動動動状況状況状況状況報告」の報告」の報告」の報告」のデデデデジジジジタルタルタルタル化化化化はははは、、、、紙紙紙紙ベベベベーーーー

ススススのののの煩雑煩雑煩雑煩雑な事務な事務な事務な事務作作作作業をな業をな業をな業をなくくくくし、し、し、し、出出出出動報動報動報動報酬酬酬酬の支の支の支の支給給給給事務の事務の事務の事務の簡素簡素簡素簡素化と化と化と化と正正正正確確確確性向性向性向性向

上に上に上に上に直直直直結する、結する、結する、結する、画画画画期的な期的な期的な期的な機機機機能です。こ能です。こ能です。こ能です。これはれはれはれは、団員の、団員の、団員の、団員の負負負負担担担担をををを直接直接直接直接的に的に的に的に軽減軽減軽減軽減

し、し、し、し、モモモモチベチベチベチベーーーーショショショションのンのンのンの維持維持維持維持にもにもにもにも大大大大きくきくきくきく貢献貢献貢献貢献。。。。    

    

≪所≪所≪所≪所    感感感感≫≫≫≫    

    アプリアプリアプリアプリ開発開発開発開発者者者者和田和田和田和田氏氏氏氏からからからから直接直接直接直接おおおお話話話話をををを聞聞聞聞かせてかせてかせてかせて頂き頂き頂き頂きましたましたましたました。。。。    

現場現場現場現場の消防団員のの消防団員のの消防団員のの消防団員の抱抱抱抱えるえるえるえる現現現現実的な課実的な課実的な課実的な課題題題題にににに対対対対し、し、し、し、ICTICTICTICTを活を活を活を活用用用用してどのようにしてしてどのようにしてしてどのようにしてしてどのようにして解解解解

決決決決さささされれれれたのか、たのか、たのか、たのか、今今今今後の後の後の後の追追追追加機加機加機加機能をも能をも能をも能をも含含含含めめめめおおおお話話話話をおをおをおをお聞き聞き聞き聞きいたしました。いたしました。いたしました。いたしました。    

須賀川市の消防団員須賀川市の消防団員須賀川市の消防団員須賀川市の消防団員    13131313 班班班班    828282826666名名名名    人口人口人口人口はははは小野市の約２小野市の約２小野市の約２小野市の約２倍倍倍倍でででで面積面積面積面積はははは３３３３倍倍倍倍。。。。    

市市市市民民民民のののの安全安全安全安全をををを守守守守るたるたるたるためめめめアプリアプリアプリアプリを活を活を活を活用用用用することですることですることですることで火火火火災災災災発生発生発生発生時の時の時の時の初初初初動を動を動を動を早早早早めめめめるるるるだだだだけけけけ

でなでなでなでなくくくく、平常時の、平常時の、平常時の、平常時の水利水利水利水利点点点点検検検検やややや、、、、事務事務事務事務作作作作業の業の業の業の効効効効率率率率化にも役化にも役化にも役化にも役立立立立つというつというつというつという、、、、多多多多角角角角的な的な的な的な

視点が視点が視点が視点が盛盛盛盛りりりり込込込込ままままれれれれておりておりておりておりました。ました。ました。ました。また団員へのまた団員へのまた団員へのまた団員への出出出出動報動報動報動報酬酬酬酬等等等等もももも個個個個人へ人へ人へ人へ振振振振りりりり込込込込ままままれれれれ、、、、

出出出出動報告動報告動報告動報告書書書書もアプリで携もアプリで携もアプリで携もアプリで携帯帯帯帯から本から本から本から本部部部部に、に、に、に、発発発発生生生生時の時の時の時の初初初初動を動を動を動を早早早早めめめめるるるるだだだだけでなけでなけでなけでなくくくく、平、平、平、平

常時の常時の常時の常時の水利水利水利水利点点点点検検検検にも役にも役にも役にも役立立立立つというつというつというつという多多多多角角角角的な視点が的な視点が的な視点が的な視点が盛盛盛盛りりりり込込込込ままままれれれれており、優ており、優ており、優ており、優れれれれた取た取た取た取

組組組組だだだだとととと感じ感じ感じ感じました。ました。ました。ました。    

特特特特に、に、に、に、現場現場現場現場の団員のの団員のの団員のの団員の声声声声からからからから生生生生ままままれれれれたアたアたアたアイデイデイデイデアが形になり、行政のアが形になり、行政のアが形になり、行政のアが形になり、行政の協協協協力を力を力を力を得得得得てててて

実実実実用用用用化さ化さ化さ化されれれれたたたた経緯は経緯は経緯は経緯は、、、、住住住住民民民民のアのアのアのアイデイデイデイデアを行政が積アを行政が積アを行政が積アを行政が積極極極極的に取り的に取り的に取り的に取り入れ入れ入れ入れるるるる好好好好例例例例として、として、として、として、

大大大大いに参考になる内容でいに参考になる内容でいに参考になる内容でいに参考になる内容でははははないでしないでしないでしないでしょょょょううううか。か。か。か。    

小野市も小野市も小野市も小野市も ICTICTICTICTを取りを取りを取りを取り入れ改入れ改入れ改入れ改善していますと善していますと善していますと善していますと担当担当担当担当者からお者からお者からお者からお聞き聞き聞き聞きいたしましたいたしましたいたしましたいたしました。。。。    

    市市市市民民民民のののの命命命命とととと財財財財産産産産をををを守守守守るるるる大大大大切切切切な消防団です。こな消防団です。こな消防団です。こな消防団です。これれれれからのアプリのからのアプリのからのアプリのからのアプリの発展発展発展発展に期に期に期に期待待待待    

したいとしたいとしたいとしたいと思思思思います。います。います。います。    
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令和７年８月２０日 

 

 

 小野市議会議長 様 

 

                           総務文教常任委員会  

                            河 島 信 行    

 

行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

 

 先般、実施しました 総務文教常任委員会 行政視察の結果について、下記のとおり

報告いたします。 

 

記 

 

１１１１    視察実施日視察実施日視察実施日視察実施日  令和７年８月５日（火）～令和７年８月７日（木） 

 

２２２２    視察メンバー視察メンバー視察メンバー視察メンバー    

  総務文教常任委員会 

委員長 川名善三  副委員長 山本麻貴子 

委 員 前田昌宏  平田真実 前田光教  

髙坂純子 小林千津子 河島信行  

 

３３３３    視察先及び視察先及び視察先及び視察先及び調査調査調査調査内容内容内容内容    

    

（１） 岩手県花巻市 令和７年８月５日（火） 

１ 保幼こ小連携の取組について 

 

（２） 山形県村山市  令和７年８月６日（水） 

１ にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について 

 

（３） 福島県須賀川市     令和７年８月７日（木） 

 １ 消防団アプリについて 
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４４４４    調査結果調査結果調査結果調査結果    

【【【【第第第第１１１１日日日日目目目目】】】】    岩手県花巻市 令和７年８月５日（火） 

 保幼こ小連携の取組について 

 

《視察《視察《視察《視察目的目的目的目的》》》》    

 幼児期後期から小学校期への連続性に注目して、カリキュラムにかかる具体的な取組

を共有し資質・能力をつなぐ取組を実践することで、保育・教育の質を向上させる取組

について学ぶ。 

 

説明者等  市議会 議長  

      教育委員会就学前教育課長、課長補佐 指導主事 

・主な説明内容 

 １ 花巻市就学前教育プログラムの策定 

  ・策定の経緯と趣旨 

    令和３年３月「第３期花巻市教育振興基本計画」の策定 

    家庭、保育園・幼稚園・認定こども園、小学校、地域での取組を具体的に示し、

心身ともに健全な子どもの育成をさらに推進するため。 

 ２ 令和７年度「架け橋期のカリキュラム」を活用し、実践している。 

  ・対象は、５歳児と小学１年生 

  ・期待する子ども像 ≪自立心≫ 

① ５歳児になった喜びを感じ意欲をもって自ら環境に関わろうとする。 

② 小学１年生になった喜びを感じ、新しい環境や学習に自ら関わろうとする。 

  ・具体的な取組 

① 保幼こ小の連携研修・ブロック会議の設置 

② 保幼こ小の連携窓口担当者名簿の作成 

③ 学習・生活参観及び保育参観（園と小学校、園と園の相互参観）の実施 

④ 教職員間交流 

 

≪所 感≫ 

 １ 国の方針に基づき、花巻市の地域性（特性）を生かした実践と理解した。 

２ これまでは、保育園は厚生労働省、幼稚園、小学校は文部科学省の縦割行政。 

  花巻市（花巻市教育委員会）の「架け橋期のカリキュラム」の取組は、 

  子どもの成長の視点からベストの事業である。 

 ３ 教育委員会担当課のリーダーシップのもと、市内の保育園、幼稚園、子ども園、

小学校が連携されている点を評価する。 

４ 小野市教育委員会の取組と共通点があり、高く評価する。 
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（４） 【【【【第第第第２２２２日日日日目目目目】】】】    山形県村山市  令和７年８月６日（水） 

１ にぎわい創造活性化事業及び「Link MURAYAMA」について         

《視察《視察《視察《視察目的目的目的目的》》》》    

 廃校となった県立高校跡の施設を市が取得してリノベーションを行い、コミュニテｲ、

コワキング、オフィス、ゲストハウス、フィットネス、子どもの遊び場・スポーツなど

の機能を有する「多様な利用者が集い、にぎわいの創出と経済効果を生む拠点施設」と

して再生させた先進的取組について視察する。 

 

（説明者等）  市議会議長  

        市議会事務局長補佐  

【説明内容】 

（施設紹介）                      

 ・２０１６年（平成２８年）閉校した山形県立楯岡高校の校舎をリノベーション 

 ・２０２２年（令和４年）「Link MURAYAMA」としてオープン 

 ・特徴 公共と民間の同居している施設 

  ※公共部分  

オープンスペース（リビング、キッズラボ、屋内広場、屋外広場） 

貸し切り利用スペース（会議室、コワーキングスペース、シェア 

キッチンなど） 

  ※民間部分（民間事業者が入居している） 

（施設利活用の経緯） 

・２０１８年（平成３０年） 利活用ワーキングチームの設置 

・２０１９年（令和 元年） 改修設計 

・２０２０年（令和 ２年） 山形県から村山市へ土地・建物の譲渡 

・２０２２年（令和 ４年） 「Link MURAYAMA」としてオープン 

（利活用検討市民会議の設置） 

・目    的 跡地利活用に関する総合的検討するため 

・構成メンバー 市民（６名） 地元まちづくり協議会（３名） 市議会議員 

        山形県（本庁担当課、地域振興局長） 

≪所≪所≪所≪所    感≫感≫感≫感≫    

１ 山形県にも村山市にもプラスの事業と理解する。 

２ 広い高校跡地なので、屋内施設、屋外施設とも有効に活用できる施設である。 

３ キッズ、文字通り子どもの「育ちの場」「学びの場」「遊びの場」「交流の場」 

  となり、将来の村山市のにぎわいを期待させる。 

４ 民間事業者も入居しているので、雇用も含めて経済効果が見込まれる。 

５ 屋内体育館は厳冬期のスポーツ施設としての役割を果たし、市民の体力づくり、 

健康づくりに貢献するだろう。 
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（５）  【【【【第第第第３３３３日日日日目目目目】】】】        福島県須賀川市     令和７年８月７日（木） 

 １ 消防団アプリについて 

 《視察《視察《視察《視察目的目的目的目的》》》》    

 消防団に求められる役割が多様化する中で、住民の安全はもとより前線で活動する

消防団員の安全を確保するため、災害情報の迅速な発信が可能となる ICTを活用した

消防団活動について、先進事例を学ぶ。 

（説明者等）   市   長  

         市議会議長  

         議会事務局主査     

         総務部市民安全課長   

         総務部市民安全課消防係長  

         情報整備局株式会社 社長  

１ アプリ開発の経緯 

  以前は、消防団員に対する出動要請に時間を要していた。 

  サラリーマン団員の増加により、現場の水利状況に不慣れな応援班が先に到着 

するケースもあった。 

① 平成２７年４月 国際情報工科自動車大学校（福島県郡山市）と共同開発 

② 平成２７年１２月 郡山地域テクノポリス推進機構コンテストで、最優秀賞受賞 

③ 平成３０年３月 福島県より「ICTによる地域防災アプリケーションの 

開発提供」をテーマに経営革新計画の承認を得る。 

 ２ 消防団参集アプリの機能 

  ・火災発生時の５つの機能 

① 火災発生時のサイレン音が鳴り、発生情報がポップアップ画面に表示される。 

② 火災発生場所が、アプリ上で確認・把握できる。ナビ機能も利用できる。 

③ アプリ上で消火栓等の水利位置が確認でき、最適な水利への到着時間が短縮さ

れる。 

④ 各団員の出動状況や到着時間を共有できる。 

⑤ 消防車両の部署ごと停車位置が確認でき、後続車両も効率的に現場に到着可。 

   

（所 感） 

１ 現在にふさわしいシステム（消防団アプリ）である。 

２ アプリの専門家が消防団員である。（強味である。） 

３ その社長と市当局がうまく連携しているので災害情報がすばやく発信できる。 

４ 消防団員の報酬の基準は、客観的に納得できる報酬システムである。 

５ 小野市においても、「消防団アプリ」を検討する余地がある。 


